
 第27号
4月

越前町越前町

2007

平成19年度当初予算の概要 ２

４月８日は知事・県議選の投票日 ８

新区長の紹介 ９

みんなで乗ろう公共交通 10

男女共同参画室からこんにちは・国際交流室から一言 12

えちぜんTOPICS 13

えちぜんINFORMATION 15

図書館だより・えちぜん年代記 25

えちぜんCALENDAR 26

はばたけ！未来のプロ選手！！（織田男子バレー） 28

越前地区巡回ルート、
乗客１万人を達成!!



一
般
会
計
・
特
別
会
計
・
企
業
会
計
を
合
わ
せ

対
前
年
度
21
億
4
，3
9
7
万
１
千
円
、８
・
３
％
減
の
緊
縮
予
算

平
成
19
年
度　

わ
た
し
た
ち
の
ま
ち
の
予
算

平
成
19
年
度　

わ
た
し
た
ち
の
ま
ち
の
予
算

会 計 名 平成19年度予算額 平成18年度予算額 増減額 増減率

一 般 会 計 129億3,740万円 136億1,310万円 ▲6億7,570万円 ▲5.0%

特 別 会 計 90億6,749万2千円 105億3,844万7千円 ▲14億7,095万5千円 ▲14.0%

企 業 会 計 16億9,974万7千円 16億9,706万3千円 268万4千円  0.2%

合 計 237億463万9千円 258億4,861万円 ▲21億4,397万1千円 ▲8.3%

■ 

一
般
会
計 

■

　

一
般
会
計
は
、
町
の
会

計
の
中
心
を
な
す
も
の

で
、
福
祉
、
衛
生
、
産
業
、

観
光
、
道
路
、
消
防
、
教

育
な
ど
の
行
政
運
営
に
使

わ
れ
る
経
費
を
経
理
す
る

会
計
で
す
。

　

一
般
会
計
の
当
初
予

算
額
は
1
2
9
億
3
，

7
4
0
万
円
で
、
前
年
度

と
比
べ
6
億
7
，5
7
0
万

円
、
5・
0
%
の
減
と
な

っ
て
い
ま
す
が
、
こ
れ
に

は
町
債
（
借
入
金
）
の
繰

上
償
還
7
億
2
，3
2
0
万

円
が
計
上
さ
れ
て
い
る

た
め
、
こ
の
繰
上
償
還
を

除
く
と
、
実
質
的
な
予

算
規
模
は
1
2
2
億
1
，

4
2
0
万
円
で
、
前
年
度

と
比
べ
13
億
9
，8
9
0
万

円
、
10
・
3
%
の
大
幅
な

減
と
な
り
ま
す
。

 当初予算の規模は…

■ 

特
別
会
計 

■

会 計 名 平成19年度予算額 平成18年度予算額 増減額 増減率

国民健康保険事業 21億7,148万4千円 21億8,267万8千円 ▲1,119万4千円  ▲0.5%

老 人 保 健 事 業 25億6,699万7千円 28億2,721万円 ▲2億6,021万3千円 ▲9.2%

介 護 保 険 事 業  17億7,283万円 19億712万3千円 ▲1億3,429万3千円 ▲7.0%

介護サービス事業 廃止 1億6,362万円 ▲1億6,362万円  ▲100.0%

簡 易 水 道 事 業 8億7,012万6千円 11億5,401万9千円 ▲2億8,389万3千円 ▲24.6%

公 共 下 水 道 事 業 9億7,116万円 10億3,965万3千円 ▲6,849万3千円 ▲6.6%

集 落 排 水 事 業 6億2,008万6千円 10億2,721万7千円 ▲4億713万1千円 ▲39.6%

温 泉 事 業  6,771万円 1億9,524万1千円 ▲1億2,753万1千円 ▲65.3%

農林漁業体験実習館事業 2,709万9千円 4,168万6千円 ▲1,458万7千円 ▲35.0%

合 計 90億6,749万2千円 105億3,844万7千円 ▲14億7,095万5千円 ▲14.0%
※訪問介護・居宅介護支援・通所介護サービスの提供などを経理する介護サービス事業特別会計は、
　平成18年度をもって廃止されました。

　

特
別
会
計
は
、
特
定
の
事
業

を
行
う
場
合
、
そ
の
収
支
を
明

確
に
す
る
た
め
、
一
般
会
計
の

収
支
と
は
別
に
こ
れ
ら
特
定
の

事
業
を
経
理
す
る
会
計
で
す
。

　

特
別
会
計
全
体
の
当
初
予
算

額
は
90
億
6
，7
4
9
万
2
千

円
で
、
前
年
度
と
比
べ
14
億
7
，

0
9
5
万
5
千
円
、
14
・
0
%

の
減
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
は
、
老
人
保
健
事
業
特

別
会
計
で
の
老
人
医
療
給
付

費
、
介
護
保
険
事
業
特
別
会
計

で
の
介
護
保
険
給
付
費
、
簡
易

水
道
事
業
特
別
会
計
で
の
織
田

地
区
統
合
簡
易
水
道
事
業
費
、

集
落
排
水
事
業
特
別
会
計
で
の

越
前
米
ノ
地
区
漁
業
集
落
環
境

整
備
事
業
費
の
減
な
ど
が
主
な

要
因
で
す
。

　

企
業
会
計
は
、
収
益

の
あ
る
事
業
を
経
理
す

る
会
計
で
す
。

　

企
業
会
計
全
体
の
当

初
予
算
額
は
16
億
9
，

9
7
4
万
7
千
円

で
、
前
年
度
と
比
べ

2
6
8
万
4
千
円
、

0
・
2
%
の
増
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　

こ
れ
は
、
上
水
道
事

業
会
計
で
の
日
野
川
地

区
水
道
用
水
受
水
費
や

糸
生
地
区
の
一
部
の
施

設
管
理
が
簡
易
水
道
事

業
特
別
会
計
か
ら
移
管

さ
れ
た
こ
と
に
よ
る

増
、
国
民
健
康
保
険
病

院
事
業
会
計
で
の
病
児

保
育
室
等
整
備
事
業
費

の
減
な
ど
が
主
な
要
因

で
す
。

■ 

企
業
会
計 

■

会 計 名 平成19年度予算額 平成18年度予算額 増減額 増減率

上 水 道 事 業 3億5,185万2千円 2億5,933万8千円 9,251万4千円 35.7%

国 民 宿 舎 事 業 1億4,593万5千円 1億4,642万5千円 ▲49万円 ▲0.3%

国民健康保険病院事業 12億196万円 12億9,130万円 ▲8,934万円 ▲6.9%

合 計 16億9,974万7千円 16億9,706万3千円 268万4千円 0.2%
※予算額は、収益的支出と資本的支出の予算額を合計した額です。

広報えちぜん 2
  

重
点
施
策

住
み
や
す
い
ま
ち
を
演
出
す
る

都
市
基
盤
・
公
共
施
設
の
充
実

•
国
道
・
県
道
・
町
道
の
改
良

促
進
な
ど
に
よ
る
道
路
網
の

整
備

•
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
・
デ
マ

ン
ド
タ
ク
シ
ー
・
路
線
バ
ス

運
行
の
利
便
性
の
向
上
な
ど

に
よ
る
公
共
交
通
の
充
実

 

健
全
で
持
続
可
能
な

 

財
政
構
造
の
確
立

　

本
町
の
財
政
状
況
は
、
平
成

17
年
度
決
算
で
み
る
と
、
財
政

構
造
の
弾
力
性
を
示
す
経
常
収

支
比
率
が
96
・
3
%
と
高
く
、

財
政
体
質
の
硬
直
化
が
進
ん
で

い
ま
す
。

　

ま
た
、
平
成
18
年
度
か
ら
地

方
債
の
許
可
制
度
が
協
議
制
度

へ
移
行
し
た
こ
と
に
伴
い
、
町

税
や
地
方
交
付
税
の
よ
う
に
使

途
が
特
定
さ
れ
て
お
ら
ず
毎
年

度
経
常
的
に
収
入
さ
れ
る
財
源

の
う
ち
、「
一
般
会
計
な
ど
の

公
債
費
（
借
入
金
の
償
還
額
）」

や
「
上
下
水
道
・
病
院
な
ど
の

特
別
会
計
・
企
業
会
計
の
公
債

費
に
対
す
る
一
般
会
計
か
ら
の

繰
出
金
な
ど
の
公
債
費
に
準
ず

る
も
の
を
含
め
た
実
質
的
な
公

債
費
相
当
額
」
に
充
当
さ
れ
た

も
の
の
占
め
る
割
合
が
ど
の
程

度
の
水
準
で
あ
る
か
を
測
る
指

標
と
し
て
導
入
さ
れ
た
実
質
公

債
費
比
率
は
、
町
債
の
借
入
に

あ
た
り
知
事
の
許
可
が
必
要
と

な
る
比
率
18
%
を
上
回
る
24
・

1
%
と
高
い
率
を
示
し
ま
し

た
。

　

こ
の
た
め
、
平
成
19
年
度
当

初
予
算
は
、
平
成
18
年
度
を
財

政
構
造
改
革
元
年
と
位
置
づ

け
、
公
債
費
負
担
適
正
化
計
画

に
基
づ
き
公
債
費
負
担
の
低
減

の
た
め
の
措
置
を
早
期
に
講
じ

る
と
と
も
に
、
向
こ
う
5
年
程

度
を
目
標
に
、
事
務
事
業
の
抜

本
的
な
見
直
し
を
行
う
こ
と
な

ど
に
よ
り
財
政
構
造
改
革
へ
の

取
組
を
強
化
し
、
健
全
で
持
続

可
能
な
財
政
構
造
を
確
立
す
る

予
算
と
し
ま
し
た
。

 

総
合
振
興
計
画
の

 

着
実
な
推
進

　

昨
年
度
に
は
、
計
画
期
間

を
平
成
27
年
度
ま
で
の
10
年
間

と
し
た
「
第
一
次
越
前
町
総
合

振
興
計
画
」
が
策
定
さ
れ
ま

し
た
。
町
で
は
、
こ
の
計
画
に

沿
っ
て
、
町
の
将
来
像
で
あ
る

「
人
と
技　
海み

土ど

里り　

織
り

な
す 

快
適
な
ま
ち
〜
越
前 

E

－tow
n brand 

の
創
造 

〜
」
の
実
現
に
向
け
て
、
こ

の
計
画
に
盛
り
込
ま
れ
た
施
策

を
着
実
に
展
開
す
る
こ
と
に
よ

り
、
町
民
の
心
を
一
つ
に
結
集

し
越
前
町
の
限
り
な
い
発
展
を

目
指
し
ま
す
。

　

こ
の
た
め
、
平
成
19
年
度
当

初
予
算
は
、
緊
急
に
取
り
組
む

べ
き
課
題
に
重
点
を
置
い
て
施

策
の
絞
込
み
を
行
い
、
こ
れ
ら

重
点
施
策
に
予
算
を
重
点
的
に

配
分
す
る
こ
と
に
よ
り
、
総
合

振
興
計
画
を
着
実
に
推
進
す
る

予
算
と
し
ま
し
た
。

 

当
初
予
算
の
特
徴
は
…

デマンド型フレンドリー号

く
ら
し
の
安
全
確
保

•
河
川
・
急
傾
斜
地
の
水
害
・

土
砂
災
害
対
策
な
ど
に
よ
る

災
害
の
予
防

•
洪
水
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
の
作

成
な
ど
に
よ
る
防
災
・
救
急

体
制
の
充
実

安
心
し
て
暮
ら
し
続
け
ら
れ
る

保
健
・
医
療
と
福
祉
の
充
実

•
織
田
病
院
の
医
療
機
器
の
整

備
な
ど
に
よ
る
医
療
環
境
の

充
実

•
病
児
・
病
後
児
の
保
育
や

特
定
不
妊
治
療
に
対
す
る
経

済
的
支
援
な
ど
に
よ
る
子
育

て
・
少
子
化
対
策
の
充
実

町
民
主
体
の
ま
ち
づ
く
り
の
推
進

•
男
女
共
同
参
画
宣
言
都
市
奨

励
事
業
の
実
施
や
男
女
共
同

参
画
意
識
の
高
揚
な
ど
に
よ

る
男
女
共
同
参
画
社
会
の
推

進
次
世
代
を
担
う
人
材
育
成

•
朝
日
中
学
校
（
仮
称
）
の
整

備
な
ど
に
よ
る
学
校
教
育
環

境
の
充
実

•
国
際
交
流
協
会
活
動
の
促
進

と
友
好
姉
妹
都
市
交
流
の
充

実
な
ど
に
よ
る
国
際
交
流
の

推
進

地
域
資
源
と
共
生
す
る
産
業
の

振
興

•
担
い
手
・
生
産
組
合
・
環
境

に
や
さ
し
い
農
業
の
支
援
や

農
業
生
産
基
盤
の
整
備
に
よ

る
農
業
の
振
興

•
漁
港
・
漁
場
や
漁
村
環
境
の

整
備
に
よ
る
水
産
業
の
振
興

•
越
前
焼
新
商
品
開
発
の
促
進
な

ど
に
よ
る
伝
統
産
業
の
振
興

水位が上昇した天王川（平成18年7月）病後児保育室（織田保育所）

国際交流フェスティバル（平成18年11月） 男女共同参画のつどい（平成18年9月）

越前焼
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一
般
会
計
予
算
の
概
要
は
…

　

個
人
町
民
税
は
、
税
制
改

正
に
よ
る
定
率
減
税
の
廃

止
や
所
得
税
か
ら
個
人
住
民

税
へ
の
税
源
移
譲
な
ど
に
よ

り
、
前
年
度
と
比
べ
2
億
2
，

5
8
1
万
6
千
円
の
大
幅
な
増

（
対
前
年
度
比
3
1
・
9
%
増
）

を
見
込
ん
で
い
ま
す
。

　

法
人
町
民
税
も
、
企
業
収
益

が
引
き
続
き
順
調
に
推
移
す
る

こ
と
な
ど
を
見
込
み
、
前
年
度

と
比
べ
7
，1
0
0
万
円
の
増

（
対
前
年
度
比
43
・
5
%
増
）

を
見
込
ん
で
い
ま
す
。

　

固
定
資
産
税
は
、
前
年
度
決

算
見
込
み
な
ど
を
勘
案
し
、
前

年
度
と
比
べ
3
，1
0
0
万
円

の
増
（
対
前
年
度
比
3
・
1
%

増
）
を
見
込
ん
で
い
ま
す
。

 

歳
入 
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

　

町
税
が
大
幅
に
増
加 

　
　
　

対
前
年
度
3
億
2
，3
0
8
万
1
千
円
の
増

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
対
前
年
度
比
15
・
9
%
増
）

　

地
方
交
付
税
が
減
少

　
　
　

対
前
年
度
3
億
2
，0
0
0
万
円
の
減

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
対
前
年
度
比
5
・
5
%
減
）

　

普
通
交
付
税
は
、
国
の
地
方

財
政
計
画
の
伸
び
率
4
・
4
%

減
、
合
併
が
な
か
っ
た
も
の
と

し
て
旧
4
町
村
の
算
定
額
を
基

礎
と
し
て
算
定
す
る
合
併
算
定

替
、
人
口
と
面
積
を
基
本
と
し

た
新
し
い
基
準
に
よ
る
新
型
交

付
税
の
導
入
に
よ
る
影
響
を
勘

案
す
る
一
方
で
、
町
税
収
入

の
大
幅
な
増
が
見
込
ま
れ
る
こ

と
な
ど
か
ら
、
前
年
度
と
比
べ

2
億
7
，0
0
0
万
円
の
減
（
対

前
年
度
比
5
・
5
%
減
）
を
見

込
ん
で
い
ま
す
。

　

特
別
交
付
税
も
、
平
成
17
年

度
の
決
算
額
を
ベ
ー
ス
に
、
国

の
地
方
財
政
計
画
の
伸
び
率

4
・
4
%
減
、
合
併
後
の
新
た

な
ま
ち
づ
く
り
の
た
め
の
需
要

に
伴
う
加
算
措
置
の
減
な
ど
を

勘
案
し
、
前
年
度
と
比
べ
5
，

0
0
0
万
円
の
減
（
対
前
年
度

比
5
・
3
%
減
）
を
見
込
ん
で

い
ま
す
。

　

町
債
の
発
行
を
抑
制

　
　
　

対
前
年
度
13
億
7
，3
0
0
万
円
の
減

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
対
前
年
度
比
67
・
2
%
減
）

　

町
債
（
借
入
金
）
は
、
財

政
構
造
改
革
の
一
環
と
し
て

公
債
費
負
担
の
低
減
を
図
る
た

め
発
行
を
抑
制
し
、
6
億
7
，

1
3
0
万
円
を
計
上
し
て
い
ま

す
。
こ
の
結
果
、
歳
入
全
体
に

占
め
る
町
債
の
割
合
（
町
債

依
存
度
）
は
、
前
年
度
と
比
べ

9
・
8
%
低
下
し
5
・
2
%
と
な

り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
町
債
の
発
行
を
、
繰

上
償
還
を
除
い
た
公
債
費
の
範

囲
内
に
収
め
た
こ
と
に
よ
り
、

公
債
費
か
ら
利
払
い
額
を
除
い

た
元
金
償
還
額
に
つ
い
て
、
プ

ラ
イ
マ
リ
ー
バ
ラ
ン
ス
※
1
を

黒
字
に
す
る
と
と
も
に
、
町
債

残
高
を
減
少
さ
せ
ま
し
た
。

※
1
プ
ラ
イ
マ
リ
ー
バ
ラ
ン
ス
と

は
、
町
債
の
公
債
費
（
通
常
は
元

金
と
利
払
い
額
を
合
わ
せ
た
償
還

額
）
を
除
い
た
歳
出
（
現
在
の
行

政
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
に
必
要
な
経

費
）
が
町
債
を
除
い
た
歳
入
（
町

税
収
入
な
ど
の
収
入
）
で
賄
え
て

い
る
か
ど
う
か
を
示
す
財
政
収
支

の
こ
と
で
す
。
プ
ラ
イ
マ
リ
ー
バ

ラ
ン
ス
が
黒
字
に
な
れ
ば
、
徐
々

に
町
債
の
残
高
が
減
少
し
て
い
き

ま
す
。

………………………… プライマリーバランス …………………………

一般会計
プライマリーバランス②－①

町債計上額① 元金償還額（繰上償還を除く）②

6億7,130万円 16億3,186万3千円 9億6,056万3千円

……………………………… 町債残高 ………………………………

区分 平成19年度末見込み 平成18年度末見込み 増減額 増減率

一般会計 174億905万5千円 190億9,281万8千円 ▲16億8,376万3千円 ▲8.8%

町民一人当たり 70万4千円 77万2千円 ▲6万8千円

特別会計・企業会計 161億1,925万2千円 166億7,662万円 ▲ 5億5,736万8千円 ▲3.3%

合計 335億2,830万7千円 357億6,943万8千円 ▲22億4,113万1千円 ▲6.3%
※一般会計の町民一人あたりの町債残高は、平成19年3月1日現在の人口（24,730人）で割った額です。

 

財
政
調
整
基
金
を

　
　
　
　

 　

取
り
崩
し

　

取
り
崩
し

　

7
億
2
，3
2
0
万
円
は

　

全
額
を
町
債
の
繰
上
償
還
に

　

財
政
調
整
基
金
※
2
は
、
7
億
2
，

3
2
0
万
円
の
取
り
崩
し
を
計

上
し
、
全
額
を
町
債
の
繰
上
償
還

7
億
2
，3
2
0
万
円
に
充
て
て
い

ま
す
。

※
２
財
政
調
整
基
金
は
、
財
源
が
著
し

く
不
足
す
る
場
合
や
災
害
な
ど
に
よ
る

予
期
し
な
い
支
出
に
備
え
積
み
立
て
て

い
る
、
い
わ
ば
町
の
貯
金
に
当
た
る
も

の
で
す
。

 ……… 財政調整基金残高 ………

平成19年度末見込み 平成18年度末見込み

5億4,799万円 12億7,059万円

増減額 増減率

▲7億2,260万円 ▲56.9%
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歳
出
【
目
的
別
内
訳
】
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

　

ほ
と
ん
ど
の
経
費
が
減
少 

　
　
　

消
防
費
、
公
債
費
な
ど
は
増
加前

年
度
比
10
・
5
%
減
）
と

な
っ
て
い
ま
す
。

•
商
工
費
は
、
イ
ベ
ン
ト
や
ま

つ
り
の
開
催
の
見
直
し
な
ど

に
よ
り
、前
年
度
と
比
べ
5
，

3
3
9
万
3
千
円
の
減
（
対

前
年
度
比
10
・
1
%
減
）
と

な
っ
て
い
ま
す
。

□
減
少
し
た
経
費

•
総
務
費
は
、
携
帯
電
話
サ

ー
ビ
ス
の
鉄
塔
施
設
整
備
費

や
丹
南
広
域
組
合
に
対
す
る

負
担
金
の
減
な
ど
に
よ
り
、

前
年
度
と
比
べ
1
億
3
，

1
1
5
万
9
千
円
の
減
（
対

地方交付税
55億3,000万円
（42.7％）

依存財源
83億1,262万4千円

（64.3％）

歳　入
129億3,740万円
（100％）

自主財源
46億2,477万6千円

（35.7％）

分担金及び負担金
３億6,965万1千円

（2.8％）

諸収入
１億6,823万5千円

（1.3％）

財産収入
1億2,747万2千円

（1.0％）

繰入金
12億778万7千円

（9.3％）

繰越金
２億5,700万円
（2.0％）

使用料及び手数料
１億4,450万7千円

（1.1％）

地方特例交付金
2,000万円（0.2％）

自動車取得税交付金
7,100万円（0.5％）

利子割交付金
1,300万円（0.1％）

配当割交付金
800万円（0.1％）

株式等譲渡所得割交付金
600万円（0.0％）

交通安全対策特別交付金
200万円（0.0％）

国庫支出金
6億209万4千円
（4.7％）

県支出金
10億4,223万円
（8.1％）

町税
23億5,012万4千円

（18.2％）

地方消費税交付金
2億1,000万円
（1.6％）

地方譲与税
1億3,700万円
（1.1％）

町債
6億7,130万円
（5.2％）

•
土
木
費
は
、
道
路
改
良
費
、

河
川
補
修
費
、
公
共
下
水

道
事
業
特
別
会
計
へ
の
繰

出
金
の
減
な
ど
に
よ
り
、

前
年
度
と
比
べ
1
億
6
，

5
3
4
万
8
千
円
の
減
（
対

前
年
度
比
10
・
7
%
減
）
と

な
っ
て
い
ま
す
。

•
教
育
費
は
、朝
日
中
学
校（
仮

称
）
の
校
舎
・
体
育
館
建
設

費
が
増
と
な
る
も
の
の
、
人

工
芝
ホ
ッ
ケ
ー
場
コ
ー
ト
の

整
備
費
の
減
や
各
小
・
中

学
校
の
維
持
管
理
費
の
節
減

な
ど
に
よ
り
、
前
年
度
と
比

べ
5
億
6
，9
2
7
万
2
千

円
の
減
（
対
前
年
度
比
22
・

6
%
減
）と
な
っ
て
い
ま
す
。

□
増
加
し
た
経
費

•
消
防
費
は
、
越
前
地
区
の
防

災
行
政
無
線
整
備
費
の
増
な

ど
に
よ
り
、
前
年
度
と
比
べ

6
，9
9
8
万
5
千
円
の
増

（
対
前
年
度
比
13
・
8
%
増
）

と
な
っ
て
い
ま
す
。

•
公
債
費
は
、
町
債
の
繰
上

償
還
7
億
2
，3
2
0
万

円
を
計
上
し
た
こ
と
な
ど

に
よ
り
、
前
年
度
と
比
べ

4
億
4
，8
0
5
万
5
千
円

の
増
（
対
前
年
度
比
20
・

1
%
増
）と
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
繰
上
償
還
を
除
く
と
、

実
質
的
に
は
定
時
償
還
で
、

前
年
度
と
比
べ
2
億
7
，

5
1
4
万
8
千
円
の
減
（
対

前
年
度
比
12
・
3
%
減
）
と

な
っ
て
い
ま
す
。

総務費
11億2,321万5千円

（8.7％）

民生費
25億4,398万2千円

（19.7％）

予備費
1,000万円
（0.1％）

諸支出金
2,850万1千円
（0.2％）

商工費
4億7,423万9千円

（3.7％）

労働費
4,946万4千円
（0.4％）

歳　出
【目的別】
129億3,740万円
（100％）

衛生費
8億4,254万3千円

（6.5％）

農林水産業費
11億2,794万1千円

（8.7％）

議会費
１億4,180万円
（1.1％）

土木費
13億7,538万5千円

（10.6％）

消防費
５億7,572万6千円

（4.4％）

教育費
19億4,523万3千円

（15.0％）

公債費
26億8,116万円
（20.7％）

災害復旧費
1,821万1千円
（0.2％）

↓

↓
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歳
出
【
性
質
別
内
訳
】
…
…
…
…
…

□
義
務
的
経
費

　

人
件
費
を
縮
減

　
　
　

一
般
会
計
で
は
対
前
年
度
2
，1
1
6
万
1
千
円
の
減

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
対
前
年
度
比
1
・
0
%
減
）

　

人
件
費
は
、
特
別
職
（
町
長
、
副
町
長
、
教
育
長
）
の
給

与
・
職
員
数
の
削
減
な
ど
に
よ
り
縮
減
に
努
め
、
一
般
会
計
で
は

21
億
5
，1
0
0
万
7
千
円
を
計
上
し
て
い
ま
す
。

　

町
債
の
繰
上
償
還
を
実
施

　
　
　

繰
上
償
還
7
億
2
，3
2
0
万
円

　

公
債
費
は
、
繰
上
償
還
7
億
2
，3
2
0
万
円
を
計
上
し
た
た
め

大
き
く
増
加
し
、
26
億
8
，1
1
5
万
7
千
円
を
計
上
し
て
い
ま
す
。

□
投
資
的
経
費

　

普
通
建
設
事
業
費
を
抑
制

　
　
　

対
前
年
度
6
億
4
，9
6
3
万
9
千
円
の
減

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
対
前
年
度
比
24
・
7
%
減
）

　

普
通
建
設
事
業
費
は
、
人
工
芝
ホ
ッ
ケ
ー
場
ス
タ
ン
ド
・
管
理

棟
と
鯖
江
・
丹
生
消
防
組
合
丹
生
分
署
（
仮
称
）
の
建
設
を
見
送

る
こ
と
な
ど
に
よ
り
抑
制
を
図
り
、
19
億
8
，4
2
6
万
2
千
円
を

計
上
し
て
い
ま
す
。

　

国
の
補
助
金
の
交
付
を
受
け
て
行
う
〝
補
助
事
業
費
〞
は

6
億
8
，2
9
0
万
8
千
円
を
計
上
し
、
漁
港
改
良
事
業
費
や
朝
日

中
学
校
（
仮
称
）
建
設
事
業
費
の
増
な
ど
に
よ
り
、
前
年
度
と
比

べ
4
億
1
，9
0
6
万
8
千
円
の
増
（
対
前
年
度
比
1
5
8
・
8
%

増
）
と
な
っ
て
い
ま
す
。
一
方
、
国
の
補
助
を
受
け
ず
に
行
う
〝
単

独
事
業
費
〞
は
11
億
4
，4
4
4
万
8
千
円
を
計
上
し
、
前
年
度
と

比
べ
10
億
5
，6
5
4
万
5
千
円
の
減
（
対
前
年
度
比
48
・
0
%
減
）

と
な
っ
て
い
ま
す
。

□
そ
の
他
の
経
費

　

事
務
の
執
行
費
や

　
　

施
設
の
補
修
費
な
ど
を
削
減

　
　
　
　

物
件
費
と
維
持
補
修
費
で

　
　
　
　
　

対
前
年
度
1
億
7
，9
9
4
万
円
の
減

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
対
前
年
度
比
9
・
4
%
減
）

　

物
件
費
（
賃
金
、
光
熱
水
費
、
委
託
料
、
使
用
料
な
ど
の
事
務

の
執
行
費
や
施
設
の
管
理
費
）
は
、
対
前
年
度
比
5
%
削
減
と
し

て
予
算
を
編
成
し
、
前
年
度
と
比
べ
1
億
5
，
0
1
3
万
2
千
円

の
減
（
対
前
年
度
比
8
・
5
%
減
）
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

維
持
補
修
費
（
庁
舎
・
道
路
な
ど
の
公
共
施
設
の
補
修
費
）
は
、

対
前
年
度
比
10
%
の
削
減
と
し
て
予
算
を
編
成
し
、
前
年
度
と
比

べ
2
，9
8
0
万
8
千
円
の
減
（
対
前
年
度
比
20
・
4
%
減
）
と
な

っ
て
い
ま
す

　
イ
ベ
ン
ト
・
ま
つ
り
な
ど
の
補
助
金
の
見
直
し

　
　
　
　

補
助
費
等
で
1
億
6
0
3
万
4
千
円
の
減

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
対
前
年
度
比
6
・
3
%
減
）

　

補
助
費
等
（
団
体
・
事
業
な
ど
に
対
す
る
負
担
金
・
補
助
金
、

ご
み
処
理
・
消
防
な
ど
の
一
部
事
務
組
合
や
上
水
道
・
国
民
健
康

保
険
病
院
の
企
業
会
計
に
対
す
る
負
担
金
な
ど
）
は
、
団
体
・
管

理
公
社
・
イ
ベ
ン
ト
・
ま
つ
り
な
ど
に
対
す
る
補
助
金
を
見
直
し

削
減
し
た
こ
と
、
丹
南
広
域
組
合
や
鯖
江
・
丹
生
消
防
組
合
に
対

す
る
負
担
金
が
減
と
な
っ
た
こ
と
な
ど
に
よ
り
、
前
年
度
と
比
べ

1
億
6
0
3
万
4
千
円
の
減
（
対
前
年
度
比
6
・
3
%
減
）
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　

特
別
会
計
に
対
す
る
繰
出
金
の
抑
制

　
　
　

繰
出
金
で
対
前
年
度
1
億
6
，7
1
8
万
9
千
円
の
減

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
対
前
年
度
比
9
・
2
%
減
）

　

繰
出
金
（
国
民
健
康
保
険
、

老
人
保
健
、
介
護
保
険
、
簡

易
水
道
、
公
共
下
水
道
、
集
落

排
水
な
ど
の
特
別
会
計
へ
の

支
出
）
は
、
老
人
医
療
給
付
費

や
介
護
保
険
給
付
費
の
減
と

と
も
に
、
簡
易
水
道
・
下
水

道
使
用
料
の
改
定
や
施
設
の
維

持
管
理
費
の
削
減
な
ど
に
よ

り
、
前
年
度
と
比
べ
1
億
6
，

7
1
8
万
9
千
円
の
減
（
対
前

年
度
比
9
・
2
%
減
）
と
な
っ

て
い
ま
す
。

普通建設事業費
19億8,426万2千円

（15.3％）

物件費
16億1,567万8千円

（12.5％）

貸付金
4,660万円
（0.4％）

予備費
1,000万円
（0.1％）

災害復旧費
1,821万1千円
（0.2％）

歳　出
【性質別】
129億3,740万円
（100％）

義務的経費
58億9,646万５千円

（45.6％）

その他の経費
50億3,846万2千円

（38.9％）

投資的経費
20億247万3千円
（15.5％）

人件費
21億5,100万7千円

（16.6％）

扶助費
10億6,430万1千円

（8.3％）

公債費
26億8,115万7千円

（20.7％）

維持補修費
１億1,601万3千円

（0.9％）

補助費等
15億7,135万8千円

（12.1％）

繰出金
16億4,738万1千円

（12.7％）

積立金
3,143万2千円
（0.2％）

広報えちぜん 6

町債
27,145円

公債費
108,417円

総務費
45,419円

民生費
102,870円

土木費
55,616円

教育費
78,659円

議会費
5,734円

諸支出金
1,153円

消防費
23,281円

農林水産業費
45,610円

労働費
2,000円

商工費
19,177円

災害復旧費
736円

予備費
404円

※町民１人当たりの金額は、平成19年３月１日現在の
　人口（24,730人）で割った額です。

●　●　●　●　町民１人当たりの財源は？　●　●　●　●

町税 95,031円

繰入金
48,839円

地方交付税 223,615円

国庫・県支出金
66,491円

衛生費
34,070円

町民１人当たりの予算の使いみちは？（一般会計）

その他の収入
62,025円

7 広報えちぜん



【
朝
日
地
区
】

　

第
１
投
票
所　
　

朝
日
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

　

第
２
投
票
所　
　

朝
日
中
学
校
陽
光
館

　

第
３
投
票
所　
　

朝
日
北
保
育
所

　

第
４
投
票
所　
　

朝
日
南
保
育
所

　

第
５
投
票
所　
　

常
磐
小
学
校

　

第
６
投
票
所　
　

朝
日
農
村
環
境
改
善
サ
ブ
セ
ン
タ
ー

　

第
７
投
票
所　
　

朝
日
西
保
育
所

　

第
８
投
票
所　
　

奥
糸
生
集
会
施
設

【
宮
崎
地
区
】

　

第
９
投
票
所　
　

宮
崎
保
健
セ
ン
タ
ー

　

第
10
投
票
所　
　

小
曽
原
保
育
所

　

第
11
投
票
所　
　

宮
里
あ
ず
ま
館

　

第
12
投
票
所　
　

宮
崎
中
学
校

【
越
前
地
区
】

　

第
13
投
票
所　
　

す
い
せ
ん
研
修
館

　

第
14
投
票
所　
　

玉
川
地
区
集
会
施
設

　

第
15
投
票
所　
　

越
前
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

　

第
16
投
票
所　
　

新
保
地
区
集
会
施
設

　

第
17
投
票
所　
　

小
樟
地
区
集
会
施
設

　

第
18
投
票
所　
　

厨
地
区
集
会
施
設

　

第
19
投
票
所　
　

白
浜
地
区
集
会
施
設

　

第
20
投
票
所　
　

米
ノ
地
区
集
会
施
設

【
織
田
地
区
】

　

第
21
投
票
所　
　

織
田
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー

　

第
22
投
票
所　
　

平
等
婦
人
の
家　

  

（
サ
ン
ラ
イ
ズ
織
田
）

　

第
23
投
票
所　
　

山
中
児
童
館

　

第
24
投
票
所　
　

萩
野
小
学
校

※
第
25
投
票
所　
　

笈
松
集
落
セ
ン
タ
ー

※
第
26
投
票
所　
　

上
戸
集
落
セ
ン
タ
ー

投
票
日

　

用
事
が
あ
る
な
ら

　
　
　
　
　

期
日
前

　

投
票
日
に
仕
事
や
旅
行
な

ど
で
投
票
に
行
け
な
い
人
は

期
日
前
投
票
が
で
き
ま
す
。

そ
の
際
に
は
、
投
票
所
入
場

券
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

【
期
間
】

　

3
月
23
日（
金
）〜

　
　
　
　
　

4
月
7
日（
土
）

（
た
だ
し
、
県
議
会
議
員
選

挙
の
投
票
は
3
月
31
日（
土
）

以
降
で
す
）

【
時
間
】

　

午
前
8
時
30
分

　
　
　
　

〜
午
後
8
時

【
場
所
】

朝
日
地
区
に
住
ん
で
い
る
人     

↓
越
前
町
役
場

宮
崎
地
区
に
住
ん
で
い
る
人   

↓
宮
崎
総
合
事
務
所

越
前
地
区
に
住
ん
で
い
る
人   

↓
越
前
総
合
事
務
所

織
田
地
区
に
住
ん
で
い
る
人   

↓
織
田
総
合
事
務
所

問
合
せ
先

　

選
挙
管
理
委
員
会

　
　
　
　

☎
34

－

８
７
０
０

４
月
８
日（
日
）は

投
票
日

福
井
県
知
事
選
挙
と

福
井
県
議
会
議
員
選
挙
の

ふるさとに
　いのち吹き込む
　　　　　この一票

　皆さんが持っている
入場券に書かれた投票
所で投票できます。

赤字の投票所
は、前回の投票所と変
わっていますので、注
意してください。

投票時間／7：00～20：00  （※は19：00まで） 　

選
挙
は
、
主
権
者
で
あ
る
住
民
が
政
治
に
参
加
で
き
る
最
も
重

要
な
機
会
で
あ
り
、
投
票
は
、
自
ら
の
信
念
と
責
任
で
行
う
大
切

な
権
利
で
す
。

　

選
挙
に
は
必
ず
投
票
し
、
よ
り
良
い
福
井
県
の
実
現
を
目
指
し

ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
、
当
日
に
投
票
へ
行
く
こ
と
が
で
き
な
い
人
は
期
日
前
投

票
が
で
き
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　

３
月
10
日（
土
）以
降
に
、
町
内
で
住
所
を
移
し
た
人
は
、

　

元
の
住
所
の
投
票
所
で
の
投
票
と
な
り
ま
す
。
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織　

田　

地　

区

地
区
会
長

杉　

森　

正　

義

地
区
副
会
長

高　

島　

昇　

蔵

〃

松　

葉　

恭　

一

〃

堀　
　
　

豊　

一

〃

佐
々
木　

佐　

内

織
田
大
区

北　

野　

左　

京

鎌　
　
　

坂

駒　

野　

傳
一
郎

北

島　

田　

満　

雄

東

高　

島　

昇　

蔵

高　
　
　

橋

中　

村　

和　

明

辻

小　

山　

壽　

一

馬　
　
　

場

林　
　
　

敏　

夫

上　
　
　

野

小　

辻　

信　

夫

寺　
　
　

家

森　

﨑　

幸　

雄

杉　

の　

花

川　

上　

秀　

吉

市　
　
　

場

上　

坂　

孝　

紀

堤

河　

原　

洋
一
郎

平　
　
　

等

松　

葉　

恭　

一

下　

河　

原

伊　

藤　

征　

雄

矢　
　
　

倉

奥　

田　

憲　

平

中

相　

馬　

輝　

義

大　

王　

丸

米　

田　

正　

和

三　
　
　

崎

佐
々
木　

哲　

郎

打　
　
　

越

林　
　
　

壮　

一

四　

ツ　

杉

向　
　
　

孝　

男

下　

山　

中

堀　
　
　

治　

市

上　

山　

中

堀　
　
　

豊　

一

細　
　
　

野

伊　

部　

和　

夫

岩　
　
　

倉

伊　

部　

雅　

俊

笹　
　
　

川

渡　

辺　

哲　

男

桜　
　
　

谷

伊　

藤　

正　

行

山　
　
　

田

佐
々
木　

陽　

一

赤　

井　

谷

渡　

邉　

覚　

治

入　
　
　

尾

佐
々
木　

佐　

内

笈　
　
　

松

佐
々
木　

長　

之

萩
野
の
里

吉　

川　

秀　

行

脇　
　
　

谷

伊　

部　

和　

彦

丸　
　
　

山

山　

本　

正　

雄

西　

ヶ　

丘

佐
々
木　

英　

二

上　
　
　

戸

杉　

森　

正　

義

越　

前　

地　

区

地
区
会
長

中　

橋　

鍈　

治

地
区
副
会
長

小　

礒　
　
　

悟

〃

今　

村　
　
　

武

玉　
　
　

川

板　

谷　

安　

勝

血　

ヶ　

平

山　

岸　

和　

典

左　
　
　

右

黒　

田　
　
　

茂

梨
子
ヶ
平

山　

下　

信　

一

梅　
　
　

浦

笹　

下　

利　

行

上　
　
　

瀬

嘉　

奈　
　
　

宏

中　
　
　

筋

岡　

田　

健　

彦

下　
　
　

側

道　

畑　
　
　

修

上　
　
　

側

山　

下　

惠　

造

鷺　
　
　

崎

片　

岡　

喜
代
史

宿

小　

礒　
　
　

悟

新　
　
　

保

小　

林　

利　

幸

城　

ヶ　

谷

荒　

井　

啓　

一

小　
　
　

樟

橋　

谷　

博　

司

大　
　
　

樟

畑　
　
　

武　

一

道　
　
　

口

宮　

本　

嘉　

次

厨

今　

村　
　
　

武

茂　
　
　

原

髙　

橋　

政　

嘉

白　
　
　

浜

山　

下　

喜
代
志

高　
　
　

佐

壁　

下　

喜　

平

米　
　
　

ノ

中　

橋　

鍈　

治

午
房
ヶ
平

薄　

谷　

威　

德

六　

呂　

師

山　

本　
　
　

茂

宮　

崎　

地　

区

地
区
会
長

川　

岸　

憲　

彦

地
区
副
会
長

橋　

詰　

盛　

雄

〃

鷲　

田　

輝　

昭

熊　
　
　

谷

西　

野　

哲　

治

古　
　
　

屋

川　

嶋　
　
　

巧

増　
　
　

谷

上　

野　

重　

隆

小
曽
原
大
区

橋　

詰　

盛　

雄

小
曽
原
第
1

木
原　

松
右
衞
門

小
曽
原
第
2

今　

井　

一　

仁

小
曽
原
第
3

木　

原　

道　

信

江
波
大
区

川　

岸　

憲　

彦

江
波
第
1

坂　
　
　

博　

泰

江
波
第
2

西　
　
　

茂　

夫

江
波
第
3

辻　
　
　

喜
一
朗

広　
　
　

野

岩　

原　
　
　

博

蚊　

谷　

寺

武　

田　

辰　

雄

樫
津
大
区

近　

藤　

清　

隆

樫
津
第
1

河　

端　

武　

士

樫
津
第
2

野　

村　

康　

廣

八
田
新
保

中　

西　

弘　

一

舟　
　
　

場

西　

尾　

義　

幸

八　
　
　

田

松　

原　

是　

一

陶
の
谷
大
区

鷲　

田　

輝　

昭

円　
　
　

満

山　

田　
　
　

隆

上　
　
　

野

山　

田　

利　

機

野

鷲　

田　

輝　

昭

宇　

須　

尾

青　

山　

博　

志

大　
　
　

谷

佐　

藤　

精
一
郎

蟬　
　
　

口

鷲　

田　

吉　

基

寺

渡　

辺　

則　

久

朝　

日　

地　

区

地
区
会
長

宮　

崎　

泰　

治

地
区
副
会
長

青　

木　

廣　

榮

〃

野　

村　
　
　

学

西　

田　

中

宮　

崎　

泰　

治

内　
　
　

郡

阪　

下　

継　

男

朝　
　
　

日

佐
々
木　

英　

治

上　

川　

去

月　

田　

昌　

弘

春　
　
　

日

丹　

羽　

利　

幸

岩　
　
　

開

平　

井　

勝　

治

佐　

　々

生

宮　

川　

清　

治

宇　
　
　

田

土　

谷　

德　

治

気　

比　

庄

塚　

本　
　
　

忠

田　
　
　

中

川　

畑　

忠　

雄

市

藤　

坪　

憲　

雄

乙　
　
　

坂

上　

山　

春　

美

栃　
　
　

川

木　

下　

善　

治

天　
　
　

王

髙　

橋　
　
　

滋

宝　

泉　

寺

森　

下　

良　

夫

金　
　
　

谷

吉　

田　

義　

広

青　
　
　

野

青　

木　

廣　

榮

頭　
　
　

谷

古　

川　
　
　

勉

茱　
　
　

原

國　

兼　

忠　

朗

境　
　
　

野

山　

口　

賢　

治

横　
　
　

山

喜　

田　

英　

稔

牛　
　
　

越

鷲　

田　

孝　

幸

野　
　
　

末

児　

玉　

和　

夫

大　
　
　

畑

鈴　

木　

雅　

美

小　
　
　

倉

野　

村　
　
　

学

葛　
　
　

野

渡　

邉　

信　

夫

野　
　
　

田

月　

田　

好　

孝

下　

糸　

生

松　

山　

治　

幸

脇

渡　

邉　

吉　

昭

大　

谷　

寺

水　

島　

秀　

夫

中　
　
　

野

馬　

谷　

康　

照

上　

糸　

生

渡　

邉　

義　

和

大　
　
　

玉

内　

藤　

和　

憲

清　
　
　

水

渡　

辺　

文　

夫

森

松　

島　
　
　

榮

杖　
　
　

立

松　

島　

孝　

恵

小　
　
　

川

三
田
村　
　
　

誠

真　
　
　

木

木　

村　

正　

幸

天　
　
　

谷

狛　
　
　

駿　

一
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越
前
地
区
巡
回
ル
ー
ト
の

　

利
用
者
が
1
万
人
を

　

達
成
し
ま
し
た

　

3
月
16
日
、
越
前
町
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス

「
フ
レ
ン
ド
リ
ー
号
」
の
越
前
地
区
巡
回
ル

ー
ト
利
用
者
が
1
万
人
を
達
成
し
ま
し
た
。

記
念
す
べ
き
1
万
人
目
の
利
用
者
で
あ
る
藤

野
恵
美
子
さ
ん
（
新
保
）
に
は
、
町
よ
り
記

念
品
を
贈
呈
し
ま
し
た
。

　

藤
野
さ
ん
は
「
バ
ス
の
中
で 

”１
万
人
目

の
利
用
者
で
す
。
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。“
と
言
わ
れ
た
と
き
は
、
び
っ
く
り
し

た
。
本
当
に
運
が
よ
か
っ
た
。
今
年
は
い
い

こ
と
が
あ
り
そ
う
で
す
。
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ

ス
を
週
2
回
必
ず
利
用
し
て
お
り
、
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
バ
ス
が
走
っ
て
本
当
に
感
謝
し
て
い

ま
す
。」
と
大
変
喜
ん
で
い
る
様
子
で
し
た
。

　

他
の
ル
ー
ト
で
も
利
用
者
が
1
万
人
を
達

成
し
た
際
に
は
、
1
万
人
目
の
利
用
者
の
人

に
記
念
品
を
贈
る
予
定
で
す
。
今
後
と
も
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
「
フ
レ
ン
ド
リ
ー
号
」
を

ど
ん
ど
ん
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　

バ
ス
通
学
の

　

補
助
制
度
が
あ
り
ま
す

　

町
で
は
、
生
活
路
線
バ
ス
の
利
用
促
進
を

図
る
た
め
、
路
線
バ
ス
で
高
校
な
ど
に
通
学

す
る
人
に
対
し
、
補
助
金
を
交
付
し
ま
す
。

■ 

対
象
者

　

町
内
に
住
所
が
あ
る
人
で
、
高
校
な
ど
に

通
学
す
る
た
め
に
路
線
バ
ス
の
定
期
券
を
購

入
し
た
人
。

※
貸
切
ス
ク
ー
ル
バ
ス
の
利
用
者
は
対
象
に

な
り
ま
せ
ん
。

■ 

補
助
金
額

　

定
期
券
1
月
に
つ
き
1
，0
0
0
円

■ 

申
請
手
続

　

指
定
の
申
請
用
紙
に
必
要
事
項
を
記
入

し
、
生
徒
手
帳
・
購
入
定
期
券
の
写
し
を

添
え
て
政
策
調
整
室
ま
で
提
出
し
て
く
だ
さ

い
。（
申
請
用
紙
は
政
策
調
整
室
、
各
総
合
事

務
所
に
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
越
前
町
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
）

0

5,000

10,000

15,000

20,000

25,000

３月 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10月 11月 12月 １月 ２月

環状右 累計
環状左 累計
朝日 累計
宮崎 累計
越前 累計
織田 累計

１万人達成予想日

※現在の利用実績で
　推移した場合の
　予想グラフです。

環状ルート・地区巡回ルート１万人達成予想グラフ（人）

3月16日
達成!!

俳句（竹の句会）

慣
な

れし地に別れを告げて卒業す　　土田ヤエ子
俳 句

記念品を受け取り、関町長と談話する藤野さん
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5
月
中
旬
よ
り
、

　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
の

　

ダ
イ
ヤ
が
改
正
さ
れ
ま
す

　

昨
年
6
月
か
ら
の
運
行
開
始
以
来
、
多
く
の
人
に
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
「
フ
レ
ン
ド
リ
ー
号
」
を
ご
利
用
い
た
だ

き
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

町
で
は
、
よ
り
多
く
の
人
に
「
フ
レ
ン
ド
リ
ー
号
」
を

利
用
し
て
も
ら
う
た
め
に
、
現
在
ま
で
の
運
行
状
況
や
車

内
で
の
聞
き
取
り
調
査
結
果
、
町
民
の
皆
さ
ま
か
ら
寄
せ

ら
れ
た
声
を
踏
ま
え
、
5
月
中
旬
よ
り
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ

ス
「
フ
レ
ン
ド
リ
ー
号
」
の
ダ
イ
ヤ
を
改
正
し
ま
す
。

★
★ 

全
体
的
な
改
正
内
容 

★
★

①
多
目
的
に
利
用
で
き
る
よ
う
に
、
ル
ー
ト
や

時
刻
を
一
部
変
更
し
ま
す
。

②
環
状
ル
ー
ト
と
各
巡
回
ル
ー
ト
の
乗
り
継
ぎ

を
ス
ム
ー
ズ
に
し
ま
す
。

③
各
ル
ー
ト
、
各
便
の
位
置
付
け
を
明
確
に
し

ま
す
。

　
（
病
院
用
の
便
・
福
祉
施
設
の
通
所
の
便
・

買
物
用
の
便
・
病
院
の
帰
り
の
便
、
買
物
帰

り
の
便
・
福
祉
施
設
の
帰
り
の
便
と
い
っ
た

目
的
の
あ
る
便
に
し
ま
す
。）

④
祝
日
に
運
行
し
ま
す
。（
振
替
休
日
は
運
行

し
ま
す
が
、
祝
日
が
土
曜
日
の
場
合
に
は
運

行
し
ま
せ
ん
。
ま
た
、
年
末
年
始
も
運
行
し

ま
せ
ん
）

★★★★★★★★★★ 主な改正点 ★★★★★★★★★★

ルート名 主な改正点

環状ルート（右回り・左回り） ○始発時間が約1時間早まります。
○8時30分前後に織田病院に到着します。
○織田総合事務所・オタイコ口（くち）のバス停車位置を国道沿いに変更します。
○ルートの一部変更により、「やすらぎ荘前」へは通過しなくなります。（「やすらぎ
荘前」は宮崎地区巡回ルートに組み込まれます。）
○「下江波」「北交差点前」「上糸生」「織田生涯学習センター前」のバス停車位置を新
たに追加します。

朝日地区巡回ルート
○始発時間が約1時間早まります。
○「泰澄の杜」への行きの所要時間が短縮されます。
○「乙坂東」「ハニー前」「農協前」「朝日保健センター」「田中住宅団地前」のバス
停車位置を新たに追加します。

宮崎地区巡回ルート
○始発時間が約1時間30分早まります。
○月曜日は運休日となります。
○火曜日～金曜日は織田方面へ乗り入れます。
○「中村」のバス停車位置を新たに追加します。

越前地区巡回ルート ○始発時間が約30分早まります。

織田地区巡回ルート ○始発時間が約1時間早まります。

朝日地区乗り合いルート ○「牛越」「野末」のバス停車位置を新たに追加します。

越前地区乗り合いルート ○始発時間が約1時間遅くなります。
○3便編成になります。

織田地区乗り合いルート ○金曜日は運休日となります。

※時刻表のダイヤ改正の詳細は、広報えちぜん５月号などでお知らせします。

問合せ先　政策調整室　☎34－8714

桃の日にふと母の味思ひ出す　　　木村　松子

乾杯のひと口に酔ふ喜
きじゅ

寿の春　　　木村すぎ乃
俳 句

【福鉄バス時刻表の訂正】
　先月、配布しました福鉄バスの時刻表の
武生・越前海岸線の表記に一部誤りがあり
ましたので次のとおり訂正します。

訂正前 訂正後

▲印…日、祝日運休（12/30.31、
1/2.3）と振替休日を含む

▲印…土、日、祝日運休
（12/30.31、1/2.3）と振替
休日を含む

11 広報えちぜん
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平成18年度「気づき事業」の報告

越前陶芸太鼓が姉妹自治体提携３周年記念で訪米

　平成18年度の男女共同参画気づき事業は、多くの皆さんの協力により17地域

（団体）と６小中学校で行うことができました。

　地域では、えちぜん男女共同参画まちづくり推進員会を中心に、区や団体への

“気づき”を促し、それぞれの活動に取り入れています。

　また、教育委員会を通じて町内の全中学校や小学校に授業として取り入れられ

るなど、積極的な施策のひとつになりました。

　なお、気づき事業での児童・生徒たちの感想や地域の実施内容については『平

成18年度男女共同参画気づき事業報告集』としてまとめましたので、希望する

人は、男女共同参画室（☎34－8715）までお申込みください。

実
施
校 

・ 

集
落
・
団
体

学校編
小学校：朝日小学校
中学校：朝日中学校、糸生中学校、宮崎中学校、越前中学校、
　　　　織田中学校

地域編

新　規：内郡区、八田新保区・舟場区、佐々生区、八田区、
　　　　茂原婦人会、城ヶ谷婦人会、細野区、みのり会、
　　　　織田商工会女性部、茱和会、下山中婦人会、
　　　　米ノ婦人会、江波第一寿クラブ、宇田三床会
継　続：宇須尾区、越知夢の会 　　　　　　　　　（実施順）

　4月27日から5月6日まで、越前陶芸太鼓保存会の
9人が米国アラバマ州モンテバロ市との姉妹自治体
提携3周年の記念事業として和太鼓演奏を披露するた
め、アメリカの大学を訪ねます。
　同会は、地域和太鼓集団として昭和47年に設立さ
れ、町指定の民俗芸能「稚児桜太鼓」を伝承しながら、
地区文化祭にも出演するなど活発に活動をしていま
す。
　平成15年には越前焼を通じた双方の友好親善をさ
らに発展させるために、町はモンテバロ市と友好交
流協定を締結しました。その後、陶芸だけでなく太
鼓などの様々な交流も盛んに行われています。
　同会のメンバーたちは、イベントの成功を願って、
新曲に取り組むなど練習を重ね、公演の準備を進め
ています。素晴らしい交流を期待しています。

気づき事業を通して、男女共同参画に
対する認識や理解を深めました

  お知らせ
•友好姉妹都市である福岡県瀬高町が今年１月29
日に旧山川町と旧高田町と合併し、「みやま市」
となりました。
•「信長サミット友好町スポーツ交流会」は、６月
30日に愛知県清須市で行われる予定です。

大試験終えし親子の遠出かな　　山内　節子
裏庭を恋路と猫の通ひ行く　　　山内　照子

俳 句

出発前にデモンストレーションするメンバー
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総合学習で認知症と茶道を学ぶ
　２月７日、常磐小学校で「認知症サポーター養成講座」が開かれ

ました。脳専門の看護師である高島久美子先生を講師に迎え、子ど

もたちは、分かりやすい説明や寸劇などをとおして認知症への理解

を深めていました。学習後には「認知症の人には優しくしてあげたい」

と話す子どももいるなど、１人前のサポーターになったようです。

　また、２月27日には表千家教授の上坂紀子先生を迎え、日本の

伝統文化である「茶道」を体験しました。岡倉天心の「茶の本」を

もとに上坂先生からお茶の歴史やその精神、礼儀作法などを学んだ

子どもたちは「茶道を通して日本文化の素晴らしさが分かった」「抹

茶は苦いと思っていたけれど、とてもおいしかった」などと感想を

述べていました。

寸劇などで認知症を
正しく、楽しく理解
しました

『野菜博士』がきたよ～!!
　３月14日、朝日中央保育所で交流給食会が行われました。

　この日は、給食メニューの「小松菜とじゃこの炒め物」

で使用された小松菜を生産している木下農園の木下洋子

さんをお招きしました。

　木下さんは子どもたちに１か月ごとに成長した現物の

小松菜を見せ、「小松菜もみなさんのようにだんだんと

大きくなります。せっかく大きくなったところを皆さん

がいただいています。だから感謝をして食べてほしいと

思います」また、「食べ物は元気のもと。朝ご飯はしっ

かり食べてきてね」とお話がありました。

　給食の後には、木下さんにかけ寄り、「おばちゃん、

小松菜っておいしいね」「小松菜はコマッタナー』って

覚えればいいんや」などと話し、とても印象に残った様

子でした。

寒さに負けずに、ハッスルプレー
　２月25日、織田小学校体育館で織田地区冬季スポー

ツフェスタ2007（主催:織田地区体育協会）が開かれ、

小学生から中高年までの12チーム、約170人が参加し

ました。

　フェスタでは、ドッジボールに良く似たニュースポー

ツ「ドッヂビー」が行われ、３つの柔らかいフリスビー

が飛び交う中、参加者は当たるまいとコート内を縦横無

尽に動き回っていました。

　また、ステージ上では立ち幅とびや上体起こしなどの体

力測定も併せて行われ、参加者の皆さんは全国の平均値と

比べながら、日頃の運動不足を感じているようでした。

【競技結果】

　優勝　チーム織田中　　　２位　３支部

　３位　萩野kids　　　　　 ４位　大城ホワイトナイツ

体力測定で健康づくり

熱戦が繰り広げられた
ドッヂビー

熱クイズを交えて説明
「どれが小松菜かな?」

話の後には「野菜博士」と呼ばれていた木下さん

初めての体験に緊張しました。

吹き荒ぶ一夜明くれば雪景色　　山内　昭子

裏山で囀
さえず

り初め吾れ迎ふ　　　　嵐　喜美枝
俳 句
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西ヶ丘ふれあい会館屋外遊具設置

中型滑り台ロッキング　２基

地域コミュニティ活動を

　西ヶ丘区では、この助成を受けてコミュニティセンタ

ー「西ヶ丘ふれあい会館」屋外広場に遊具を設置しまし

た。区民や家族の目が行き届いた安全な環境の中で子ど

もたちが楽しく学び、遊べる広場として整備された広場

には、区民が集い憩える場としても活用されています。

これにより区民の輪が一層広がり、「西ヶ丘ふれあい会

館」を拠点施設としたコミュニティ活動の活性化が期待

できます。

「宝くじ助成金事業」とは？　

　(財)自治総合センターが宝くじの売上代金を財源として、地区住

民のコミュニティ組織などが行う活動に必要な施設の整備にかか

る経費に対し助成するもので、コミュニティの健全な発展を図る

とともに、宝くじの普及と広報を行うものです。

「越前町子どもの読書活動

　町教育委員会では、12月に検討委員会から答申を受け

た「越前町子どもの読書活動推進計画」を策定しました。

　これは、子どもの読書活動の推進に関する法律で、地

方公共団体でも「子どもの読書活動の推進に関する施策

についての計画」を定め、公表することなどが定められ

ているため、今回策定したものです。

この計画は、

　①環境づくり…家庭・地域・学校のそれぞれの場にお

いて子どもが読書活動を推進するため

の環境の整備と充実。

　②機会の提供…子どもが読書活動を積極的にするため

の機会の提供と充実と読書活動を支え

る人の育成。

　③啓発・広報…子どもの読書活動推進についての啓発・

広報。子ども読書の日や読書週間の積

極的なPR。

の３つが主な柱となっています。

　この計画中の「具体的な取り組み」を家庭・地域・学

校など、それぞれが行うことにより、子どもたちが読書

習慣を身につけ、読書に親しむことで心豊かな生活を送

ることができるような環境づくりを目指していきます。

　また、子どもの健やかな心を育むために家庭・地域・

学校などそれぞれが、単体での働きかけだけなく、連携・

協力しながら読書活動を推進するよう努めていきます。

　なお、この計画書は、町のホームページで見ることが

できます。

支援する宝くじ助成金事業　　　　推進計画」を策定

第41回　西日本６人制ホッケー選手権大会結果
　３月10日・11日に小学生の部、3月17日・18日に中学生の部が長

居球技場（大阪府）でそれぞれ行われました。結果は次のとおりです。

【小学生男子１部】　　　　準優勝　常磐

【小学生男子２部】　　　　第４位　常磐ボーイズ

【小学生女子２部】　　　　準優勝　朝日サンライズ

　　　　　　　　　　　　第４位　糸生ガールズ

【中学生男子３年生の部】　優　勝　越前クラブＵ15

【中学生男子２部】　　　　第３位　朝日中学校

西陽受け辛
こぶしひときわ

夷一際輝けり　　西元　青石俳 句

朝日サンライズの皆さん

常磐の皆さん
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町からのお知らせ町からのお知らせ

川柳（みやざき番傘川柳会）
影二つ午後の散歩で手を繋ぐ　　武田テルヱ

川 柳

電子証明書には更新が必要です

　公的個人認証サービスの電子証明書は発行日から３

年間有効です。有効期限が過ぎると、電子申請・届出

サービスを利用することができません。更新を希望す

る人は、下記の窓口で手続きをしてください。

受付窓口　住民福祉課または各総合事務所住民生活課

受付時間　8:30～17:30（土曜、日曜、祝日を除く）

持参するもの

   •電子証明書が格納された住民基本台帳カード

   •本人確認書類

　　顔写真付きの公的な証明書

（運転免許証、パスポート、写真付きの住民基本

台帳カードなど）

　•印鑑

　•発行手数料　500円

問合せ先

　住民福祉課　　　　　　　　　☎34－8708

　宮崎総合事務所　住民生活課　☎32－7713

　越前総合事務所　住民生活課　☎37－7714　　　

　織田総合事務所　住民生活課　☎36－2270

３歳未満の児童手当が
月額１万円になります

　国内では依然として少子化が進んでいます。国では

若い子育て世帯などの経済的負担を軽減しようと、３

歳未満児の養育者に対する児童手当を出生順位にかか

わらず月１万円支給することになりました。

　なお、３歳以上の児童養育者への児童手当の額、支

給対象年齢、所得制限限度額は、現行どおりです。

児童手当の改正内容（平成19年４月１日から）

現　行 改　正

０歳以上
３歳未満

第1子、第2子 5,000円/月 10,000円/月

第３子以降 10,000円/月 10,000円/月

３歳以上
第1子、第2子 5,000円/月 5,000円/月

第３子以降 10,000円/月 10,000円/月

※今回の改正では、受給者が

手続きを行う必要はありま

せん。また、改正後の最初

の支給月は６月となります。

軽自動車税の納期が５月になります

　平成19年度から軽自動車税の納期限が４月末日か

ら５月末日に変更になります。

　なお、すでに発行している平成18年度軽自動車税

納税証明書（継続検査用）の有効期限は平成19年４

月30日から５月30日と読み替えできますので、車検

などにはそのまま使用してください。

問合せ先

　税務課　　　　　　　　　　　☎34－8709

　宮崎総合事務所　住民生活課　☎32－7713

　越前総合事務所　住民生活課　☎37－7714

　織田総合事務所　住民生活課　☎36－2270

下水道を大切にしましょう

　食用油や野菜くずなどを下水道に流すと、下水管が

詰まったり悪臭が発生するなど、汚水処理、管の清掃

などの費用が余計にかかります。特に、油類は浄化セ

ンターでも取り除くことが困難で、大きな負担になり

ます。

台所では…

　野菜くずやご飯の残

り、てんぷら油などの食

用廃油などは絶対に流さ

ないでください。なお、ディスポーザー（野菜くず粉

砕装置）を利用することはできませんので注意してく

ださい。

水洗トイレでは…

　トイレットペーパー以外の紙や異物は絶対に流さな

いでください。

問合せ先　上下水道課　☎34－8707
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川 柳

犬の登録と狂犬病予防注射を
受けてください!!

　犬を飼っているみなさんは、下記の会場で登録と予

防注射を受けてください。（※犬の登録は生涯１回、

予防注射は毎年１回必ず受けてください。）

　今年の実施場所と時間は次のとおりです。

【朝日地区】　４月20日㈮

と　　　き ところ

岩開区公民館 9：30～10：00

朝寿殿前駐車場 10：10～12：00

常磐就業改善センター（茱原） 13：10～13：25

小倉多目的集会施設 13：40～14：00

糸生公民館 14：10～14：30

【越前地区】　４月22日㈰

と　　　き ところ

越前生涯学習センター（梅浦） 9：30～10：30

越前総合事務所前
11：00～12：00

13：00～14：00

高佐地区集会施設前 14：30～15：30

【織田地区】　４月24日㈫

と　　　き ところ

織田生涯学習センター 10：00～11：00

萩野生活改善センター 11：10～12：00

織田総合事務所前 13：10～15：20

【宮崎地区】　４月27日㈮

と　　　き ところ

陶の谷サブセンター 9：20～10：00

宮崎保健センター 10：30～12：00

八田集落センター 13：20～14：00

老人創作館（若竹荘南側） 14：20～15：30

◎継続の犬（以前に登録した犬）

　１頭につき　2,850円

（狂犬病予防注射料 2,300円、

注射済票交付手数料 550円）

◎新規の犬（初めて登録する犬）

　１頭につき 5,850円

（狂犬病予防注射料 2,300円、注射済票交付手数料 

550円、登録手数料 3,000円）

問合せ先　保健衛生課　☎34－8710

スポーツを始めたい子どもたち集まれ!!

【バレーボール】

　•朝日バレーボールスポーツ少年団

　•宮崎男子バレーボールスポーツ少年団

　•宮崎少女バレーボールスポーツ少年団

　•四ヶ浦バレーボールスポーツ少年団

　•城崎少女バレーボールスポーツ少年団

　•織田男子バレーボールスポーツ少年団

　•織田女子バレーボールスポーツ少年団 

【野球】

　•朝日野球スポーツ少年団

　•宮崎軟式野球スポーツ少年団

　•四ヶ浦ドルフィンズスポーツ少年団

　•城崎ドリームズスポーツ少年団

　•織田少年野球スポーツ少年団 

【ホッケー】

　•朝日ホッケースポーツ少年団

　•常磐ホッケースポーツ少年団

　•糸生ホッケースポーツ少年団

　•Echizen HOMESホッケースポーツ少年団

【剣道】

　•朝日剣道スポーツ少年団

　•越前少年剣道スポーツ少年団

　•織田剣道スポーツ少年団

【卓球】

　•朝日卓球スポーツ少年団

　•糸生卓球スポーツ少年団

　•織田卓球スポーツ少年団

【バスケットボール】

　•宮崎男子ミニバスケットボールスポーツ少年団

　•宮崎女子ミニバスケットボールスポーツ少年団 

【空手】

　•朝日空手スポーツ少年団

【柔道】

　•朝日柔道スポーツ少年団

【ゲートボール】

　•宮崎洗心ＧＢスポーツ少年団

※中学生や高校生もスポーツ少年団に加入できます。

問合せ先　越前町スポーツ少年団事務局

　　　　　（朝日生涯学習センター　文化スポーツ室内）

　　　　　☎34－2000
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町からのお知らせ町からのお知らせ

古希だって燃える心が出す便り　　　　山田　幸枝
かくれんぼほらほら影を見いつけた　　宮川　信子

川 柳

放課後子ども教室事業が始まります

　平成19年度から「放課後子ども教室事業」が始ま

ります。これは、子どもたちが放課後でも安全かつ安

心して活動できる場所を確保し、様々な体験・交流・

学習活動の機会を提供することを目的としています。

　また、この事業は、児童館で低学年の児童を預かる

「放課後児童健全育成事業」と共に「放課後子どもプラ

ン事業」として行われます。

○放課後の居場所づくり

　放課後に児童が安全かつ安心して学んだり、遊べる

場所を設けます。また、その場所には児童の安全を見

守る人も配置します。

○各種教室の開催

　昨年度まで各地区生涯学習センターで行われた各種

教室（料理教室・サッカー教室）を引き続き行います。

受講したい教室がありましたら、各生涯学習センター

までお申込みください。

問合せ先　生涯学習課　　　　　　☎34－2000

　　　　　朝日生涯学習センター　☎34－2000

　　　　　宮崎生涯学習センター　☎32－2215

　　　　　越前生涯学習センター　☎37－2200

　　　　　織田生涯学習センター　☎36－1122

収入役を廃止し、「会計管理者」を設置

　地方自治法の一部を改正する法律（平成18年法律

第53号）が、４月１日から施行されることに伴い、

助役・収入役が廃止され、それぞれ副町長・会計管理

者を置くものとされました。

　このため、払込取扱票や金融機関の口座振替、町か

らの口座振込などは、「越前町収入役」から「越前町

会計管理者」に変わります。

　なお、今回の変更による皆さんの手続きなどは必要

ありません。

冬眠明けのクマに注意!!

　4月になるとクマは冬眠（冬ごもり）から覚め、食
べ物を求めて活発に活動します。山菜採りなどで山に
出かける人は、クマと出遭わないよう次のことに注意
してください。
◎入山地域のクマの出没状況を確認し、危険な場所に
は近づかない。

　→細心の注意をもって山に入りましょう。
◎朝夕は山中に入らない。
　→クマは朝夕に活発に動きます。
◎鈴、笛、ラジオなど音が出るものを携帯し、クマに
自分の存在を知らせる。

　→クマは聴覚や嗅覚が人より優れているため、人の
接近をいち早く察知し、人を避けます。

◎悪天候の日は特に注意しましょう。
　→雨や風の音、霧などにより、クマも人の気配に気
づかず至近距離まで接近することがあります。

◎子グマを見たらそっと立ち去る。
　→近くには必ず母グマがいます。母グマは子グマの
危険を感じて人を攻撃することがあります。

◎山菜採りはほどほどに。
　→山菜はクマも好物です。山菜の多いところにはク
マもいることが多いので、足跡などを見つけたら引
き返しましょう。

※クマを目撃した場合や痕跡を見つ
けた場合は、すぐに役場や最寄り
の警察署に連絡してください。

問合せ先　農林水産課　☎34－8704
　　　　　丹生警察署　☎34－0110

ツキノワグマの足跡
（前足と後ろ足）

国民年金の学生納付特例制度

　学生であっても20歳になると、国民年金に加入する
ことが義務付けられています。しかし、学生の皆さん
は所得が少ないことから、国民年金保険料が猶予され
る「学生納付特例制度」がありますのでご活用ください。
　また、この制度は毎年更新が必要になりますので、
前年に引き続き免除したい学生の人は再申請をお願い
します。

問合せ先　高齢福祉課　☎34－8711
　　　　　宮崎総合事務所　住民生活課　☎32－7713
　　　　　越前総合事務所　住民生活課　☎37－7714
　　　　　織田総合事務所　住民生活課　☎36－2270
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　「緑の募金」は、森林の整備や、緑化の推進など、

みどりを守り育てる活動に使われます。わたしたちの

暮らしに多くの恵みを与えてくれる緑豊かな森に感謝

の気持ちを込めて、「緑の募金」にご協力をお願いし

ます。

期　限　５月31日（木）

募金の使い道

１．森林の整備 

　•水源となる豊かな森林を育てます。

　•身近な森づくりの活動を支援します。

２．緑化の推進

　•住民の参加により生活環境の緑化を進めます。

　•植樹の集いなど緑化についての啓発をします。

３．緑の国際協力

　•緑化について国際協力や啓発をします。

問合せ先　農林水産課　☎34－8704

爺ちゃんの目がね探せと孫までも　　　関谷一之助
悲喜交ごもを知っていたのは影法師　　竹内　涼子

川 柳

平成18年度　工事等発注一覧（250万円以上） （２月16日～３月15日発注分）

工　事　等　名 請負金額 請負業者名 主　管　課

平成18年度人事評価システム導入支援業務委託 3,990,000円 ㈱ぎょうせい

総務課

平成18年度選挙ポスター掲示場設置等委託業務 3,412,500円 マエハラ美巧

4230－8002 ため池災害復旧工事 3,344,250円 大門建設㈱ 農林水産課

平成18年度朝日地区簡易水道統合整備事業 
森ポンプ場自家発電機設備工事 18,690,000円 ㈱柿本商会　福井支店

上下水道課
平成18年度公共下水道管渠布設工事
（第２工区） 3,958,500円 丹南開発㈱

平成18年度町道中部縦断線
安全施設設備その６工事・道路舗装補修合併工事 3,339,000円 レイホク建設㈱ 宮崎総合事務所

地域整備課

平成18年度米ノ地区漁業集落環境整備事業
集落排水処理施設遠方監視装置設備工事 17,850,000円 ㈱NTT西日本－北陸

福井支店ITビジネスセンタ

越前総合事務所
地域整備課

平成18年度米ノ地区漁業集落環境整備事業
集落排水処理施設路面復旧工事 8,295,000円 ㈱山本工務店

平成18年度左右地区農業集落排水・営農飲雑用水路面復旧工事 5,040,000円 岬建設㈱

森を守り育てる「緑の募金」運動 ３月20日～５月６日は
春期山火事予防運動期間

　山火事の原因は、たき火、タバコなど、人の手によ

るものがほとんどです。一人ひとりが注意して、私た

ちの貴重な緑を守りましょう。

全国山火事予防運動統一標語
「伝えたい 森のやさしさ 火のこわさ」

問合せ先　農林水産課　☎34－8704

19 広報えちぜん おくれ毛もいとおし母の後ろ影　　松村　典子
面影が懐かし残るクラス会　　　　武藤　久子

川 柳

みんな、集まれ！！

「越前町環境基本計画」
について意見募集

　平成18年度から、町では「越前町環境基本計画」

の策定に向け、取り組んでいます。この計画は、環境

保全施策を計画的に推進するための方針や町民・事業

者・町が連携、協力した町の環境づくりの施策などが

定められます。

　よりよい環境を実現するためには、町民の皆さんの

協力が不可欠です。このため、策定を進める環境基本

計画の中間報告書を公表しますので、この計画に対す

る皆さんの意見や要望を募集します。

越前町環境基本計画中間報告書の備付場所

•役場　保健衛生課

•宮崎総合事務所　住民生活課

•越前総合事務所　住民生活課

•織田総合事務所　住民生活課

•越前町ホームページ

　（http://www.town.echizen.fukui.jp/）

提出方法

　①持込の場合　保健衛生課

　②郵送　〒916－0192　越前町西田中13－5－1

　　　　　越前町役場保健衛生課

　③FAX　34－1235

　④メール　hoken@town.echizen.lg.jp

注意事項

•提出様式は任意です。ただし、案件名、氏名、住所

を必ず記入ください。

•電話での意見はご遠慮ください。

•提出された意見に対して、個別の回答はできません。

募集期間　４月９日（月）～27日（金）

問合せ先　保健衛生課　☎34－8710

町民によるまちづくり活動を支援

　町と町民との協働によるまちづくりを推進するため、

町民による団体が自主的、主体的に行う魅力的で活力

あるまちづくり活動に対する補助制度があります。

高年大学

と　き　４月26日（木）　13：30から

ところ　織田保健福祉センター　２階集会室

内　容　高齢者の睡眠障害について

講　師　島田政則氏（織田病院院長）

問合せ先　織田生涯学習センター　☎36－1122

対象者

営利を目的としない公益的活動を行う町民団体
⑴町内を活動拠点としていること。
⑵3人以上の団体で、構成員の3分の2以上が越
前町民であること。
※団体の運営において、他の町の補助金などを
受けている団体は除きます。

対象活動

町内において取り組まれる様々な分野の公益的
なまちづくり活動
⑴町民の多様なニーズを的確に捉えたもの
⑵町民の主体的な企画、運営および参加が図ら
れるもの
⑶広く情報を公開し、町民が自由に参加できる
もの

補助金額

補助対象経費の4分の3以内
※同一活動に対する2回目の補助金額は、補助
対象経費の4分の2以内
※同一活動に対する3回目の補助金額は、補助
対象経費の4分の1以内

補助限度額
1.書類審査により決定する活動…5万円
2.公開審査によりプレゼンテーションを受けて
決定する活動…30万円

申請期限 指定の申請書に必要事項を記入し、6月29日
（金）までに、政策調整室まで提出してください。

実施団体名
事業（活動）名

補助金額
活動内容

宇田地区
地蔵祭保存会

土地の匂いのする手づくり民謡を愉
しむ村へ

5万円地区に100年前より伝わる伝統芸
能「地蔵祭」民謡・踊りの保存と、
民謡・踊りを通して地区の世代間交
流を図る。

入尾区
棚田オーナー
委員会

入尾区棚田オーナー受入れ事業

5万円町内外より棚田オーナーを募り、区
民と共に伝統的農法に取り組むこと
により交流を図る。

越前町水仙
アートクラブ

越前町水仙アートクラブ

25万円
町民及び観光客を対象として、水仙
グッズの作成体験会（押花体験・し
おり作りなど）を行い、本町の特産
品である越前水仙を普及PRする。

◎平成18年度の補助対象となったまちづくり活動

水仙押花体験教室 稲刈り・はさがけ体験会
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川 柳

第２回　町民野球大会

と　　き　５月27日（日）、６月３日（日）
　　　　　（予備日６月10日（日））
　　　　　9:00から
と こ ろ　町営球技場、宮崎中学校野球場、
　　　　　織田中学校グラウンド
資　　格　町内に住んでいるまたは在勤する15歳以

上の人。ただし、高校生、大学生で硬式野
球部に所属している人は参加できません。

競技方法　町内４地区の地区対抗戦とする。ただし、
１地区から何チーム出場してもよい。

チ ー ム　監督を含む選手10人以上20人以内とする。
参 加 料　１チーム　5,000円
そ の 他　本大会で優勝したチームは、町代表チーム

として「2007県民スポーツ祭軟式野球競
技」の出場権を得ます。（選手は参加資格
を満たした人とします。）

申込方法　所定の参加申込用紙に記入し提出してくだ
さい。参加申込書は各地区生涯学習センタ
ーおよび下記の事務局、問合せ先にありま
す。（FAX可）

申込期限　5月10日（木）必着
申 込 先　越前町軟式野球協会事務局
　　　　　高島　隆治（佐々木隆文堂内）
　　　　　〒916－0215　越前町織田98－1
　　　　　  ☎  090－2833－2587
　　　　　FAX 36－0660

問合せ先
　朝日地区　時田　典和　☎34－1116
　宮崎地区　向当　甚右ヱ門　☎090－5683－3558
　越前地区　京谷　明宏　☎090－8260－6373
　織田地区　高島　隆治　☎090－2833－2587

「ごみの分別・3Rの推進」プロジェクト
ボランティアのメンバーを募集

　ごみの分別・減量化、３R（リ
デュース・リユース・リサイク
ル）を推進していくための事業
（（仮称）越前町ごみ・ダイエッ
ト作戦）を行います。この事業
の企画・実行をするプロジェク
トボランティアのメンバーを募
集します。

役　　割　取組み内容、実行計
画の企画・検討及び
実行

応募資格　町内に住んでいる20歳以上の人
募集人数　10人
応募方法　役場保健衛生課または各総合事務所住民生

活課にある応募用紙に必要事項を記入し、
保健衛生課へ提出してください。

　　　　　なお、応募者多数の場合は委員の構成を考
慮して決定します。

応募期間　４月９日（月）～27日（金）

申込・問合せ先　保健衛生課　☎34－8710

自衛隊「幹部候補生」を募集

募集種目　幹部候補生
応募資格　•20歳以上26歳未満であること

•大学卒業または平成20年3月までに大学
卒業見込みであること

応募期限　5月11日（金）
試 験 日　5月19日（土）・20日（日）

問合せ先　自衛隊福井地方協力本部　越前地域事務所
　　　　　☎22－6139

目指せ、ナイスショット!!

　第３回越前町長杯ゴルフ大会（主催：越前町ゴルフ
協会）を下記のとおり行います。奮ってご参加ください。
と　　き　４月30日（月）
受　　付　7：15から
スタート　8：00から
と こ ろ　ゴールド福井カントリークラブ
　　　　　（旧丹生CC）
参 加 料　3,000円
　　　　　（プレー代別途必要）
申込期限　４月20日（金）

問合せ先　丹羽（朝日地区）　☎34－1688
　　　　　石川（宮崎地区）　☎32－2745
　　　　　橋詰（越前地区）　☎37－0243
　　　　　臼屋（織田地区）　☎36－0221

※議長杯ゴルフ大会は10月23日(火)に開催予定です。
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健康な暮らしのために…

成人の健康診査

と　　き と　こ　ろ 基本健診
肺がん・結核検診 胃がん検診

４月27日（金）
城ヶ谷地区集会施設 9:00～11:00 8:30～10:30

血ヶ平地区集会施設 13:30～14:30 －

５月10日（木） 高佐地区集会施設 9:00～11:00 8:30～10:30

遠い日の亡母の面影目に浮かぶ　　　　向当みつ子
影うすくなった吾が身のせつなさを　　西元　青石

川 柳

成人の健康診査個人負担金

　基本健康診査 1,300円

　肺がん・結核検診 200円

　胃がん検診 900円

　子宮がん検診 600円

　乳がん検診（40歳以上） 1,300円

　（視触診・X線検査の併用）

　前立腺がん検診（50歳以上） 500円

　大腸がん検診 500円

　肝炎ウイルス検査（C型） 400円

　肝炎ウイルス検査（B型） 100円

75
歳
以
上
無
料

　骨密度検診 500円

　（75歳以上同額）

　動脈硬化検査 500円

　（75歳以上同額）

※非課税世帯の人は検診料金が異なりますので、申し

出てください。

※子宮、乳がん検診は２年に１回の受診になります。

問合せ先　健康増進室　☎36－1375

30歳代から糖尿病予備群？

　平成18年度に行った健康診査で、年代別の要注意項目をまとめました。

【平成18年度基本健康診査年代別の要注意項目ベスト３】（受診者2706人が対象）

年　代 １位 ２位 ３位

30歳代以下 コレステロールが高い 肥満 糖尿病の疑い

40歳代 コレステロールが高い 肥満 血圧が高い

50歳代 コレステロールが高い 肥満 血圧が高い

60歳代 コレステロールが高い 糖尿病の疑い 血圧が高い

70歳代以上 血圧が高い 糖尿病の疑い コレステロールが高い

年代別に見られる傾向

•30歳～50歳代に「肥満」の人が多く、特に男性にその傾向がみられます。

•コレステロールが高い人はどの年代も上位に入っています。

•「LDLコレステロール（悪玉コレステロール）」に問題のある人は、50、60歳代で多く見

られます。町ではLDLコレステロールの検査も行っています。

自分の生活を見直そう!

•「メタボリックシンドローム」から身を守るために、自分の「生活習慣」を見直しましょう。

•４月からはじまる基本健康診査は自分の体の状態を知るよい機会です。自分の健康のためにも必ず受診しましょう。



広報えちぜん 22回り道しながら探す道標　　　　　上坂　末男
胸のすく答えが書いてある便り　　木下百合子

川 柳

介護予防ってなあに？
～いつまでもわが家で、　　　　　　　
　　　自分らしい毎日を過ごすために～

介護予防とは、元気な人も、支援や介護が必要な人

も寝たきりにならないように、心身の衰えを予防・回

復しようとする取り組みのことです。

　町でも、足腰の筋力を鍛える体操教室や閉じこもり・

認知症を予防するためのクラブ活動などを行い、１人

ひとりの健康状態に合わせた介護予防事業を各地区で

行っています。

　「足腰が弱って、転びやすくなった」「以前と比べて、

物忘れがひどくなった」など、気になる症状がある人

は、気軽にご相談ください。

問合せ先

　地域包括支援センター

　（織田保健福祉センター内）

　☎36－1067

※お近くの在宅介護支援センターでも相談を受け付け

ています。

高齢者の肺炎を予防

　町では、高齢者の肺炎を予防するため、肺炎球菌予

防接種の費用の一部を負担しており、今年度は下記の

とおり行います。

　なお、この予防接種は生涯で１回しか接種できない

ため、今までに接種した人は受けられません。

接種期間

　平成19年４月２日（月）～平成20年２月29日（金）

補助対象者

　昭和７年３月31日までに生まれた人（75歳以上）

自己負担額

　5,000円（実費7,000円のうち2,000円を補助）

接種医療機関

　越前町国民健康保険　織田病院

申込方法

　電話で織田病院へ直接お申込みください。

申込み先　織田病院　　☎36－1000

問合せ先　保健衛生課　☎34－8710

　　　　　健康増進室　☎36－1375

簡単な体操で元気づくり

日本脳炎予防注射の接種は希望制です

　厚生労働省は、日本脳炎ワクチン接種による重い副

反応の報告を受け、平成17年５月30日から、積極的

に接種を行わないように勧告をしました。このため、

町では対象者への通知を中止していますが、保護者が

日本脳炎予防接種を特に希望する場合、保護者がワク

チンの効果と副反応を十分理解した上で、「同意書」

に署名をした人のみ予防接種（公費）を行っています。

　接種可能な年齢の人で接種を希望する場合には、通

知書、同意書、予防接種の効果と副反応の説明書を郵

送しますので、連絡してください。

接種可能な年齢
１期 ３歳～７歳６か月未満

２期 ９歳～13歳未満

接種医療機関 織田病院、伊部病院

問合せ先　健康増進室　☎36－1375

乳幼児の三種混合予防接種が
変わります

　平成19年4月から三種混合（ジフテリア、百日ぜき、

破傷風）予防接種が、町内医療機関での個別接種にな

ります。

　対象者には通知しますので、説明をよく読み期間内

に必ず受けてください。

※ポリオ（小児まひ）と二種混合（ジフテリア、破傷風）

は、集団接種です。

問合せ先　健康増進室　☎36－1375
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得々情報

※番組は予告なく変更されることがありますので、ご了承ください。

問合せ先　丹南ケーブルテレビ㈱
　　　　　番組制作課　☎21－3277

４月の越前町関連の番組放送時間表

丹丹 南南 ケケ ーー ブブ ルル

テテ レレ ビビ ガガ イイ ドド

地域ふれあいチャンネル（2ch）

番組名：辻・裏々

10：15～10：30（4/28、29、30、5/1、2、3、4）
15：15～15：30（4/28、29、30、5/1、2、3、4）
21：15～21：30（4/27、28、29、30、5/1、2、3）

越前町　岩開　編

Q＆A

税の質問箱税の質問箱税の質問箱

番組名：Jr（ジュニア）

19：30～19：42（4/25、26、27、28、29、30、5/1）
14：30～14：42（4/25、26、27、28、29、30、5/1）
20：30～20：42（4/24、25、26、27、28、29、30）

心に響け！梅浦大漁太鼓（梅浦子ども会）

第18回：固定資産税についておたずねします。
Ｑ：庭の一部を耕して野菜を作っていますが、この部分は畑としての課税にはならないのですか。
Ａ：この場合は、専用住宅の敷地の一部で面積的にも小規模な畑、いわゆる「家庭菜園」と呼ばれるものと思われます。
　　　一般に農地とは耕作の目的で利用され、適正な肥培管理（整地、播種、施肥、除草など）を行って、作物が栽培
されている土地をいいます。

　　　家庭菜園の場合、肥培管理が行われている点からすれば畑と認められなくもありませんが、土地の地目は、土地
の現況と利用目的に重点を置きます。このため、部分的にわずかな違い（今回の家庭菜園）があるときでも土地全
体としての状況を観察して認定しますので、この部分だけを区別して畑として取り扱うことはできません。

　　　また、農地法でも、農家でない人が住宅の一部に自家消費などの目的で作物を栽培している土地については、農
地法の適用はないとしています。ですから、この部分についても宅地として評価し、課税しています。

問合せ先　税務課　☎34－8709

丹南HOT情報チャンネル（5ch）

番組名： みんなのクイズ暮らしDEポン!! （新番組）

 解答者：越前町老人クラブ連合会の皆さん
8：00～ 8：30（4/17、18、19、20、23）
9：00～ 9：30（4/21、22）
13：00～13：30（4/17、18、19、20、23）
14：00～14：30（4/21、22）
20：00～20：30（4/16、17、18、19、20）
21：00～21：30（4/21、22）

テーマ：生活路線バス（コミュニティバス・公共交通全般）

丹南ケーブルテレビ
キャラクター

けーぶるん

もしもの時に安心なスポーツ安全保険に加入しましょう！

【傷害保険、賠償責任保険、共済見舞金】
5人以上のグループで
加入できます。

掛　　金
（１人年間）

傷害保険 賠償責任保険
（補償限度額） 共済見舞金

死　亡 後遺障害 入　院 通　院

○スポーツ少年団
○子ども会等中学生以下
○成人の文化活動、奉仕活動などのグループ

500円 2,000万円 最高 3,000万円 4,000円/日 1,500円/日 身体賠償
１人　　１億円
１事故　５億円
免責（自己負担）
　　　1,000円
財物賠償
１事故
　　　500万円
免責（自己負担）
　　　1,000円

突然死                
（急性心不全、　　
　脳内出血など）
160万円

○スポーツ活動指導者
（高校以上の生徒、学生、社会人） 1,000円 1,000万円 最高 1,500万円 2,500円/日 1,000円/日

○老人クラブ団体
　(概ね60歳以上の団体) 800円 600万円 最高 900万円 1,800円/日 1,000円/日

○成人のスポーツ
（高校生以上の生徒、学生、社会人の団体） 1,500円 2,000万円 最高 3,000万円 4,000円/日 1,500円/日

○明らかに危険を伴うと思われるスポーツ 9,000円 500万円 最高 750万円 1,800円/日 1,000円/日

申込・問合せ先　朝日生涯学習センター　☎34－2000　　宮崎生涯学習センター　☎32－2215
　　　　　　　　越前生涯学習センター　☎37－2200　　織田生涯学習センター　☎36－1122
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町税の納付は便利な口座振替で!!

　平成18年度をもって、朝日・織田地区の納税組合

奨励金制度が廃止になります。

　これに伴い、町では、町税の納付について、便利な

口座振替を推奨しています。

　金融機関・郵便局が、あなたの指定した口座から納

期限に納付するので、納め忘れなどがなくなり大変便

利です。

利用できる町税

　町県民税（普通徴収）・固定資産税・軽自動車税・

国民健康保険税

口座振替手続きの方法

　町指定の口座振替依頼書（町内の金融機関、税務課

または各総合事務所住民生活課にあります）を、引き

落としを希望する金融機関、税務課または各総合事務

所住民生活課に提出するだけで手続きができます。

※希望納期の前月末までに申し込みください。申込み

月の分は、口座振替になりませんので、注意してく

ださい。なお、手続きには、預金通帳と通帳届出印

が必要となります。

取扱い金融機関

福井銀行、福井信用金庫、越前丹生農協、北陸銀行、

福邦銀行、北陸労働金庫、武生信用金庫、

福井県信漁連、郵便局

問合せ先

　税務課　　　　　　　　　　　☎34－8709

　宮崎総合事務所　住民生活課　☎32－7713

　越前総合事務所　住民生活課　☎37－7714

　織田総合事務所　住民生活課　☎36－2270

第 27 回

越
前
陶
芸
ま
つ
り

問合せ先　越前陶芸まつり実行委員会（越前焼振興室内）　☎32－3200

５月26日（土）から28日（月）までの３日間、
越前陶芸村（小曽原）で開かれます。
陶芸まつりでは、県内の越前焼の窯元が
一挙に集結し陶器市が行われます。
他にも特設ステージでの歌謡ショーや
越前ブランドスペシャルオークション、
町内郷土芸能発表、そして、地域物産展など
様々なイベントを予定しています。
また、交流会館内では、全国の愛陶家からの
応募作品「ユニークな器展」も行っています。
皆さんのご来場をお待ちしています。

団塊に等身大の影がある　　　　　原　　榮子
読み終えた便りを濡らす母の愛　　関谷美和子

川 柳

え
ち
ぜ
ん
年
代
記 

第
二
十
四
回

え
ち
ぜ
ん
年
代
記 

第
二
十
四
回

図書館だより

　毎年４月23日は「子ども読書の日」と定められています。これは、国民の間に広く子どもの読書

活動についての関心と理解を深めてもらうとともに、子どもたちが積極的に読書活動を行う意欲を高

めるために設けられたものです。読書は豊かな心を育む大切な手段です。子どもたちが「本っておも

しろい」と自主的に読書をする環境づくりを整えましょう。

　まずは、一緒に本を読むところから始めてみませんか。

【新刊案内】
〈一般書〉
不都合な真実（アル・ゴア）

戦場のニーナ（なかにし礼）

風は山河より　第３巻（宮城谷昌光）

いのちの往復書簡（玄侑宗久）

図書館危機（有川浩）

フィッシュストーリー（伊坂幸太郎）

所轄刑事・麻生龍太郎（柴田よしき）

最愛（真保裕一）

芋たこなんきん　下（田辺聖子）

刀語　第１話（西尾維新）

首長（塩田潮）

インカに眠る氷の少女（ヨハン・ラインハルト）

生きていることを楽しんで（ターシャ・テューダー）

大人のおりがみ絵本（パッチワーク通信社）

圧力鍋１分加圧で手作りカレー（村上祥子）

白川静さんに学ぶ漢字は楽しい（白川静）　　他

〈児童書〉
はるかぜのホネホネさん（にしむらあつこ）

こんなしっぽでなにするの？（スティーブ・ジェンキンズ）

はるのどきどきマジック！（きむらゆういち）

わにわにのごちそう（小風さち）

ルルとララのチョコレート（あんびるやすこ）

タヌキ御殿の大そうどう（富安陽子）

生き抜くための数学入門（新井紀子）

ゴーゴーはしごしゃ（横浜市安全管理局）　　他

４月23日は「子ども読書の日」です
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わ
れ
ま
し
た
（『
劔

神
社
文
書
』）。

　

中
世
の
猿
楽
の
記
録
は
寺
社
に
関
す
る
も
の
が
中

心
で
す
。
と
言
う
の
も
、
も
と
も
と
猿
楽
は
神
仏
に

奉
納
す
る
も
の
で
あ
り
（
い
ま
で
も
獅
子
舞
を
神
前

で
奉
納
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
が
、
そ
の
よ
う
な
も

の
）、
の
ち
に
見
物
人
を
対
象
に
行
わ
れ
る
よ
う
に
な

り
ま
す
。
ま
た
、
能
と
い
う
と
か
し
こ
ま
っ
た
感
じ

が
し
ま
す
が
、
当
時
の
猿
楽
は
酒
を
呑
ん
で
ド
ン
チ

ャ
ン
や
り
な
が
ら
鑑
賞
し
て
い
た
よ
う
で
す
。
現
在

と
だ
い
ぶ
違

う
感
じ
で
す

ね
。
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 休日当番医

注）診察時間は、 9:00～17:00です。 月 日

月 日
〜

都合により医療機関が変更になる場合がありますので、
受診前に電話や新聞などで確認してください。

４月22日㈰ 藤田病院 ☎34－0044

４月29日㈰ 織田病院 ☎36－1000

４月30日㈪ 両林医院 ☎37－0005

５月３日㈭ 織田病院 ☎36－1000

５月４日㈮ 整形外科大城医院 ☎32－3500

５月５日㈯ 伊部病院 ☎34－0220

５月６日㈰ 織田病院 ☎36－1000

５月13日㈰ 橘医院 ☎36－0015 5 15
4 16

ＢＣＧ予防接種
対象者 場所

生後３か月以上６か月未満 町内の医療機関

三種混合予防接種
対象者 場所

生後３か月以上７歳６か月未満 町内の医療機関

麻しん・風しん混合予防接種（ＭＲワクチン）
対象者 場所

（第１期）　　　　１～２歳未満　　　
町内の医療機関

（第２期）平成13年４月２日～平成14年４月１日生

ポリオ経口投与
実施日 受付時間 場所

４月17日㈫ 11:00～11:30 渡辺内科医院（上糸生）

４月23日㈪ 13:30～14:30 織田保健福祉センター（織田）

５月10日㈭ 13:30～14:30 越前生涯学習センター（梅浦）

３歳６か月児健診
実施日 受付時間 場所

４月19日㈭ 13:30～14:30 朝日保健センター（西田中）

２歳６か月児歯科健診
実施日 受付時間 場所

５月８日㈫ 13:30～14:30 織田保健福祉センター（織田）

１歳児育児相談
実施日 受付時間 場所

４月18日㈬ 9:30～10:00 織田保健福祉センター（織田）

６～７か月児健診
実施日 受付時間 場所

４月23日㈪ 9:30～10:30 朝日保健センター（西田中）

おはなし広場
実施日 時間 場所

毎月第1、3土曜日 14:00 ～ 15:00 織田図書館児童コーナー（織田）

子ども放送局
実施日 時間 場所

毎週土曜日 11:00 ～ 12:00 織田文化歴史館文化交流ホール（織田）

心配ごと相談
実施日 時間 場所

４月17日㈫

13:00 ～ 16:00

越前町社会福祉センター（西田中）

〃 宮崎保健センター（江波）

〃 越前地域福祉センター（梅浦）

４月27日㈮ 老人憩いの家「つるぎ荘」（織田）

５月１日㈫ 越前町社会福祉センター（西田中）

〃 宮崎保健センター（江波）

〃 越前地域福祉センター（梅浦）

５月11日㈮ 14:00 ～ 16:00 老人憩いの家「つるぎ荘」（織田）

５月15日㈫

13:00 ～ 16:00

越前町社会福祉センター（西田中）

〃 宮崎保健センター（江波）

〃 越前地域福祉センター（梅浦）
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赤ちゃん お く や み
（敬称略、３月20日現在） （敬称略、３月20日現在）

西田中　城戸良
りょうたろう

太郎（繁徳、男）

西田中　小林　亮
りょうき

輝（清人、男）

西田中　田島　沙
さ　と

堵（武志、女）

気比庄　牧野　蒼
そうま

真（貴憲、男）

田　中　大浦　莉
り　い

以（鉄矢、女）

小　倉　濵谷　真
ま　い

衣（力輝、女）

小曽原　南　　法
のりか

花（和孝、女）

江　波　西　　望
も　な

愛（智央、女）

樫　津　竹内　結
ゆうすけ

祐（昭博、男）

新　保　濵本さくら（正博、女）

　厨　　青木　　愛
あい

（利光、女）

寺　家　水嶋かのん（康善、女）

朝　日 若林　正一 （64歳）

気比庄 木下　静子 （81歳）

栃　川 内山　こま （87歳）

金　谷 𠮷田　忠善 （84歳）

江　波 向當惣次郎 （100歳）

江　波 米丸美代子 （74歳）

樫　津 藤本千鶴子 （81歳）

玉　川 濱﨑　好男 （59歳）

玉　川 板谷　長松 （90歳）

梅　浦 山本　　清 （77歳）

　宿　 中嶋　コウ （90歳）

道　口 宮本日出雄 （74歳）

　厨  今川フジ子 （77歳）

米　ノ 入場　武男 （59歳）

高　橋 伊藤キヨノ （97歳）

平　等 来馬　増秀 （85歳）

平　等 加藤　義定 （77歳）

無料法律相談
実施日 時間 場所

４月17日㈫ 13:00 ～ 16:00 越前地域福祉センター（梅浦）

行政相談
実施日 時間 場所

４月27日㈮
13:00 ～ 16:00

老人憩いの家「つるぎ荘」（織田）

５月１日㈫ 越前町社会福祉センター（西田中）

消費者生活相談
実施日 時間 場所

４月26日㈭
9:00 ～ 17:00 朝日農村環境改善センター和室（役場隣）

５月10日㈭

献血（全血）
実施日 時間 場所

５月10日㈭
9:00 ～ 11:00 宮崎総合事務所

12:30 ～ 16:00 織田ショッピングセンター ｢メルシ｣

精神科医師によるこころの健康相談
実施日 時間 場所

４月５日㈭
13:30 ～ 16:00 丹南健康福祉センター（鯖江市）

４月19日㈭

（予約制、丹南健康福祉センター　健康増進課　☎51－0034）

精神相談員によるこころの健康相談
実施日 時間 場所

４月25日㈬ 13:30 ～ 16:00 朝日保健センター（西田中）

（予約制、保健衛生課　☎34－8710）

結婚相談
実施日 時間 場所

４月16日㈪

13:00 ～ 16:00 越前町社会福祉センター（西田中）
４月23日㈪

５月７日㈪

５月14日㈪

子育てサロン
実施日 時間 場所

毎週水・金曜日 9:30 ～ 11:00 越前町社会福祉センター（西田中）

　イベント：４月27日（金）　工作教室

人口と世帯
（３月1日現在）

人　口 24,730人
 （前月より14人減）

　男 11,917人
　女 12,813人
世帯数 7,248戸

納税のお知らせ

固定資産税　１期

納期限　５月１日㈫
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Q
R
コ
ー
ド
対
応
の
携
帯
電
話
で
、
上

の
Q
R
コ
ー
ド
を
撮
影
す
る
と
簡
単
に

町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
ア
ク
セ
ス
で
き

ま
す
。
ま
た
、
右
の
ア
ド
レ
ス
を
直
接

入
力
し
て
も
ア
ク
セ
ス
で
き
ま
す
。

（　
　
　
　
　
　

）

第
13
回　

織
田
男
子
バ
レ
ー

樹

　

先
月
号
で
雪
が
降
ら
な
い
と
書

き
ま
し
た
が
、
３
月
に
雪
が
積
も

る
な
ど
冬
が
再
来
し
ま
し
た
▼
早

め
の
開
花
予
想
が
出
さ
れ
て
い
ま

し
た
が
、
例
年
ど
お
り
の
桜
の
開

花
と
な
り
そ
う
で
す
▼
入
学
や
就

職
、
転
勤
な
ど
４
月
で
生
活
環
境

が
変
わ
る
人
も
多
い
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。
こ
の
よ
う
な
気
忙

し
い
中
で
、
満
開
の
桜
を
眺
め
な

が
ら
、
ふ
っ
と
肩
の
力
を
抜
い
て

乗
り
切
っ
て
い
き
た
い
も
の
で
す
。

　

越
前
地
区
巡
回
ル
ー
ト
を
走
る

フ
レ
ン
ド
リ
ー
号
。
こ
の
ル
ー
ト

の
乗
客
が
１
万
人
を
達
成
し
ま
し

た
。
４
月
か
ら
は
皆
さ
ん
が
利
用

し
や
す
い
よ
う
に
ダ
イ
ヤ
改
正
が

行
わ
れ
ま
す
。
今
後
も
フ
レ
ン
ド

リ
ー
号
の
ご
利
用
を
お
願
い
し
ま

す
。

大豆油インキで印刷しています

　

今
月
は
、
織
田
男
子
バ
レ
ー
ス
ポ
ー
ツ
少

年
団
の
皆
さ
ん
を
紹
介
し
ま
す
。

　

真
っ
赤
な
ユ
ニ
フ
ォ
ー
ム
が
鮮
や
か
な
こ

の
チ
ー
ム
に
は
、
6
年
生
3
人
、
5
年
生
3

人
、
4
年
生
2
人
の
8
人
が
お
り
、
毎
週
月
・

水
・
金
曜
日
に
織
田
小
学
校
体
育
館
で
練
習

に
励
ん
で
い
ま
す
。

　

ま
た
、
こ
の
チ
ー
ム
は
、
3
月
17
日
・
18

日
に
行
わ
れ
た
県
大
会
新
人
戦
で
準
優
勝
を

飾
り
ま
し
た
。
大
柄
の
選
手
が
い
な
い
な
が

ら
も
、
”全
員
バ

レ
ー“ 

を
信
条
に

勝
利
を
目
指
し
ま

す
。

　

し
か
し
、
団
員

た
ち
は
、
準
優
勝

と
い
う
結
果
で
も

決
勝
で
負
け
て
し

ま
っ
た
シ
ョ
ッ
ク

が
大
き
か
っ
た
よ

う
で
す
。「
背
が
高
い
選
手
が
い
な
い
か
ら

ボ
ー
ル
を
拾
う
バ
レ
ー
を
し
な
け
れ
ば
い
け

な
い
。
普
段
か
ら
精
神
力
を
高
め
て
、
本
番

の
会
場
の
雰
囲
気
に
の
ま
れ
な
い
こ
と
が
大

切
だ
と
思
う
」
と
チ
ー
ム
を
指
導
す
る
北
野

勝
監
督
は
言
い
ま
す
。
ほ
と
ん
ど
の
選
手
は

3
年
生
か
ら
バ
レ
ー
を
始
め
て
い
ま
す
が
、

全
選
手
が
基
本
的
な
動
き
や
技
術
を
身
に
つ

け
て
い
ま
す
。「
学
年
に
関
係
な
く
全
員
に

同
じ
練
習
メ
ニ
ュ
ー
を
さ
せ
て
い
る
。
そ
の

中
で
、
バ
レ
ー
の
楽
し
さ
を
見
つ
け
て
ほ
し

い
」
と
北
野
監
督
は
団
員
た
ち
に
対
す
る
思

い
を
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

　

チ
ー
ム
を
引
っ
張
る
キ
ャ
プ
テ
ン
は
大
鎌

克
修
さ
ん
（
織
田
小
6
年
）
で
「
新
人
戦
で

負
け
た
こ
と
が
悔
し
い
。
み
ん
な
の
心
を
ひ

と
つ
に
し
て
、
次
は
勝
ち
た
い
」
と
キ
ャ
プ

テ
ン
と
し
て
の
責
任
感
を
感
じ
て
い
る
よ
う

で
す
。
セ
ッ
タ
ー
の
中
野
堅
太
さ
ん
（
織
田

小
6
年
）
は
「
ク
イ
ッ
ク
な
ど
の
色
々
な
ア

タ
ッ
ク
の
ト
ス
を
上
げ
る
こ
と
が
面
白
い
」

と
ゲ
ー
ム
メ
イ
ク
の
楽
し
さ
を
語
っ
て
く
れ

ま
し
た
。
2
人
と
も
全
国
大
会
へ
の
出
場
を

目
標
に
し
て
い
る
と
語
る
な
ど
、
チ
ー
ム
は

夏
に
行
わ
れ
る
全
国
大
会
へ
の
出
場
を
か
け

た
県
大
会
に
向
け
て
頑
張
っ
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
チ
ー
ム
で
は
、
随
時
団
員
を
募
集

し
て
い
ま
す
。
バ
レ
ー
を
始
め
た
い
と
思
っ

て
い
る
人
は
、
ぜ
ひ
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
ま
せ
ん

か
。
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